
富
美

文
庫
蔵

「
ふ
し

み
と
き

は
」

に

つ
い
て

塩

出

貴

美

子

は
じ
め
に

概

要

本
稿

で
紹
介
す
る
富
美
文
庫
蔵

「
ふ
し
み
と
き
は
」
は
、
上
下
二
冊

か
ら
な
る
絵
入
り

の

写
本

で
あ
る

(以
下
、
富
美
文
庫
本
と
称
す
る
)
。
内
容

は
、
平
治

の
乱

の
後
、
源
義
朝

の

愛
妾
常
盤
御
前
が
今
若
、
乙
若
、
牛
若

の
三
兄
弟
を
連
れ
て
都
落
ち
す

る
途
次
、
伏
見

の
老

夫
婦

の
も
と
に
逗
留
す
る
と

い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
舞
の
本

の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。
舞

の

本
と

い
う

の
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
流
行

し
た
幸
若
舞

の
語
り

台
本
を
読
み
物
用
に
転
用
し
た
も

の
の
こ
と

で
あ
る
。
慶
長
年
間
に
は
古
活
字
版
が
、
ま
た

寛
永
年
間
に
は
製
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
版
行
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
か
な
り
広
く
普
及
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
舞

の
本
は
絵
巻
や

「奈
良
絵
本
」

と
通
称
さ
れ
る
絵
入
本

の
題
材

に
も
な

っ
て
お
り
、
多
数

の
作
例
が
伝
存
す
る
。
「
ふ
し
み

と
き
は
」
に

つ
い
て
も
既
に
十
数
件
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
富
美
文
庫
本
は
そ

の

新
た
な

一
例
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
富
美
文
庫
本
の
概
要
を
紹
介
し
、
本

文
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
質

に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
加
え

る
こ
と
に
し
た

い
。

な
お
、
富
美
文
庫
が
所
蔵
す
る
絵
入
本
及
び
絵
巻
に

つ
い
て
は
、
別
に
報
告
書
を
作
成
す
る

の
で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た

い

(注

1
)
。

(
一
)
書
誌

富
美
文
庫
本
は
横

本
の
奈
良
絵
本

で
あ
り
、

nnnnnnnnn

奥 料 内 見 外 表 法 装 形

書 紙 題 返 題 紙 量 丁 態
uuuuuuuuu

 

[付
属
品
]

そ

の
書
誌
は
左
記

の
通
り
で
あ
る
。

装
丁
を
袋
綴

の
四
目
綴
と
す
る
の
は
、

量
も
横
本

の
標
準
的

な
数
値

の
範
囲
内

で
あ

る
。

裏
面
か
ら
空
刷
り

の
文
様
を
施
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

冊
子

二
冊

袋
綴

四
目
綴

各

縦
十
六

・
七
セ
ン
チ

横
二
十
五

・
○
セ
ン
チ

紺
紙

(空
刷
り

に
よ
る
文
様
あ
り
)

上
冊

「
ふ
し
み
と
き
は
上
」

下
冊

「
ふ
し
み
と
き
は
下
」

白
紙

な
し

各

十
九
丁

な
し

秩
、

「奈
良
檜
本

・
檜
巻
物
郎
費
展
」

の
案
内
書

横
本

の
奈
良
絵
本
で
は
通
例
の
こ
と
で
あ
る
。
法

表
紙
は
無
地
の
紺
紙
で
あ
る
が
、
台
紙
に

そ
の
文
様

が
紺
紙

の
表
面
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に
浮
き
出

て
い
る

(図
1

・
2

・
23
)
。
空
刷
り

の
版
木
は
上
下
冊
の
表
裏
面
と
も
同

一
の

も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
紺
紙
の
表
面
が
か
な
り
傷
ん
で
い
る
た
め
、
現
状

で
は
文
様
が
見
え

難
く
な

っ
て
い
る
部
分
が
多

い
。
文
様
は

一
辺
約

一
セ
ン
チ
の
二
重
亀
甲
文
を
全
面
に
配
し

た
も

の
で
、
亀
甲

の
中

に
五
弁
花
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
方

に
は
鱗
に
覆
わ
れ
た
胴
体

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
竜
を
表
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
全
容
は
確
認
で
き
な

い
。

上
下
冊
と
も
表
紙

の
中
央

に
白
無
地

の
題
箋

が
あ
り
、
「
ふ
し
み
と
き
は
上
」
「
ふ
し
み
と

き
は
下
」
の
外
題
が
記
さ
れ
て
い
る

(図
1

・
2
)
。
た
だ
し

「上
」

「下
」

の
二
文
字
は
明

ら
か
に
筆
致
が
異
な

っ
て
お
り
、
後
か
ら
の
書
き
入
れ
で
あ
る
。
ま
た

「
上
」

の
上
に

=

」
、

「
下
」

の
上
に

「
二
」
と
重
ね
書
き
さ
れ
て
お
り
、
コ

」
に
は
朱
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
見

返
し
に
は
本
文

の
料
紙
と
同
じ
も

の
が
白
紙

の
ま
ま
貼
ら
れ
て
い
る
。
内
題
及
び
奥
書
は
当

初
か
ら
な

い
。

料
紙
は
上
下
冊
と
も
十
九
丁

で
、
装
飾
は
施
さ
れ
て
い
な

い
。
本
文

は
第

一
丁
表
か
ら
十

三
行
取

で
記
さ
れ
る
が

(図
4
)
、
例
外
的

に
十
二
行

(下
冊

二
丁
裏
)
、
十
四
行

(下
冊
九

丁
裏
)
と
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
挿
図

の
前
頁
及
び
各
冊
の
最
終
頁
で
行
数
が
少
な

く
な
る
場
ム
ロ
は
、
散
ら
し
書
き
さ
れ
る
こ
と
が
多

い

(図

5
)
。
挿
図

は
上
冊
に
八
図
、
下

冊
に
六
図
、
合
計
十
四
図

(図

9
～
22
)
あ
り
、

い
ず
れ
も
半
丁
で
完
結
す
る
。
本
文
と
は

異
な
る
料
紙
に
描
か
れ
て
お
り
、
半
丁
分
の
本
文
の
料
紙
と
前
小
口
で
貼
り
合
わ
さ
れ
る
が
、

そ

の
際
、
本
文

の
料
紙
の
端
を
数
ミ
リ
ほ
ど
折
り
返
し
て
糊
代
と
し
て

い
る
。

付
属
品
は
秩
と

「奈
良
檜
本

・
紬
巻
物
即
費
展
」

の
案
内
書

の
二
点

で
あ
る
。
鉄
は
紺
無

地

の
布
張

で
、
表

の
左
上
に

「伏
見
常
盤
奈
播

本

二
冊
」
と
記
し
た

白
無
地

の
題
箋
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
秩
は
明
ら
か
に
近
年

の
作

で
あ
り
、
次
に
述

べ
る
即
売
展

へ
の
出
品

に
際
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
「奈
良
檜
本

・
檜
巻
物

郎
責
展
」

の
案
内
書

は
、
B
5
サ
イ
ズ

の

一
枚
物
で
両
面

に
印
刷
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は

「十
月
二
十
五
日

よ
り
三
十

一
日
迄

(
二
十
七
日
定
休
日
)」

の
問
、
「上
野
松
坂
屋
古
書

部
」
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
た
即
売
展
の
案
内

で
あ
り
、
「奈
良
絵
本
絵
巻
物
特
集
」
と

題
し
て

「
一
、
奈
良

絵
本

源
氏
物
語
」

か
ら

「三
四
、
漫
書
冤

獄
草
紙

耳
鳥
斎
筆
」
ま
で
三
十
四
件

の
作
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

。
裏
面

の
末
尾
に
丸
括
弧
付
き
で

「弘
文
荘
出
品
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

は
全
て
東
京

の
古
書
騨
、
弘
文
荘
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ

の
三
十
四
件

の
う
ち

の
二
十
八
番
目
に

「伏
見
常
盤
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て

い
る
。

二
八
、
伏

見

常

盤

明
暦
寛
文
頃
写

二
冊

六
、
五
〇
〇
円

絵
様
が
古

風

で
、
文
章

も
亦
古
朴

(流
布
本
と
異
同
が
多

い
)
、
愛
す
べ
き
冊
子

で
あ
る
。

や

・
大
型

の
横
本
、
挿
絵
十
四
面
。

富
美
文
庫
本
が
こ

れ
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら

案
内
書

に
は
年
が
記

載
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で

『弘
文
荘
待
質
古
書
目

"
8
同
白
冒
α
o
妻
ω』

(注

2
)

で
検
索
し

た
と
こ
ろ
、

一
九
五

一
年
六
月
刊
行

の

『弘
文
荘
待
質
古
書
目
』

二
十

号

(以
下

『古
書
目
』

20
と
称
す

る
)
に

「伏
見
常
盤
」

の
二
冊
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

が
検
出
さ
れ
た
。
そ

こ
に
は
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
暦
萬
治
頃
窮

五

一
五
伏

見

常

盤

二
冊

五
、
○
○
○
圓

奈
良
檜
本

同
じ
く
舞

の
本
、
や

・
大
型

の
横
本
十
三
行
。
挿
檜
上
巻
八
枚

下
巻
六
枚
。
檜
様
古
拙
、
愛
玩
に
値
す
。
文
章
も
古
朴
、
流
布

本
と
異
同
多

し
。

「同
じ
く
」
と
あ
る

の
は
、

こ
の
前
に

「
五
〇
九
幸
若
舞
之
本
計
六
番
」
以
下
、
版
本
、
写

本
、
絵
入
本

の
舞

の
本
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
後
に
も
舞
の

本
の
絵
入
本

「大
職
冠
」
と

「濱
出
草
紙
」
が
続
く
。

さ
て
、
右
の
記
載
内
容
を
先

の
案
内
書
と
比
較
す
る
と
、
や
や
大
型
の
横
本
で
あ
る
こ
と
、

挿
絵
が
合
計
十
四
面
あ
る
こ
と
、
文
章
は
古
朴

で
流
布
本
と
異
同
が
多

い
こ
と
な
ど
が
す
べ

て

一
致

し
て
い
る
。

絵
様

に

つ
い
て
の

「古
拙
」
と

「古
朴
」
、
ま
た

「愛
玩
に
値
す
」
と

「愛
す
べ
き
冊
子
で
あ
る
」
も
同
義
と
見

て
よ
い
。
制
作
年
代

の
下
限
に

つ
い
て
は
、
万
治

(
一
六
五
八

ー
六

一
)
と
寛
文

(
一
六
六

一
-
七
三
)
の
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
許
容
範

一22一



囲
内

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

『古
書
目
』
20
の
方

に
は
、
本
文
が

「十
三
行
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
両
者
が
同

一
の
作
品

で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ

う
。
た
だ
し
値
段
は
、

一
九
五

一
年
六
月
の
時
点

で
は

「
五
千
圓
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
案

内
書
で
は
三
割
増

の

「六
、
五
〇
〇
円
」
に
な

っ
て
い
る

(注

3
)
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
即

売
展
が
開
催
さ
れ
た

の
は

一
九
五

一
年
以
降

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
当
時

の
松
坂
屋

上
野
店

の
定
休
日
は
月
曜
日
で
あ
る
こ
と
か
ら

(注

4
)
、
そ
れ
は
十
月

二
十
七

日
が
月
曜

日
の
年
、
す
な
わ
ち

一
九
五
二
年

で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
富
美
文
庫
所
蔵

の
絵
入
本
及
び
絵
巻
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
弘
文
荘

の
手
を
経
た
も

の
が
十
件
あ
り
、
さ
ら

に
そ

の
う
ち
の
六
件
に

つ
い
て
は
、

一
九
五

一
年
か
ら
五
五
年

の
問
に
購
入
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か

っ
て
る

(注
5
)
。
「
ふ
し
み
と
き
は
」

の
購
入
も
、
こ
れ
ら
と

一
連

の
も
の
で
あ

っ
た

と
考
え

れ
ば
、
右

の
推
測
は
妥
当
な
も

の
で
あ
ろ
う
。

(二
)
調
査
結
果

平
成
十
九
年
度
に
行

っ
た
富
美
文
庫
所
蔵

の
絵
入
本
及
び
絵
巻

の
調
査

で
は
、
四
目
綴

の

作
品
六
件
に

つ
い
て
は
、
修
理
を
か
ね
て
と

い
う

こ
と
で

一
旦
綴
じ
糸

を
外
し
、
そ

の
間
に

調
査
及
び
撮
影
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
料
紙
全
面
の
撮
影
が
可
能

に
な
り
、
ま
た
、
通

常
の
綴
じ
た
状
態
で
は
知
り
得
な

い
情
報
を
幾

つ
か
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ

の
う
ち

「
二

十
四
孝
」
に

つ
い
て
は
既

に
報
告

し
た
が

(注

6
)
、
こ
こ
で
は

「
ふ
し
み
と
き
は
」

に
つ

い
て
明
ら
か
に
な

っ
た

こ
と
を
三
点
だ
け
述
べ
る
こ
と
に
し
た

い
。

第

一
点
は
綴
じ
穴
に

つ
い
て
で
あ
る
。
四
目
綴
用
の
穴
は
文
字
通
り

四
箇
所
に
開
け
ら
れ

て
い
る
が
、
本
文

の
料
紙
を
見
る
と
、
そ
の

一
つ
目
と
二

つ
目
、
三

つ
目
と
四
つ
目
の
問
に
、

そ
れ
ら
よ
り
も
背
側
に
寄
せ
て
、
約

一
・
八
セ
ン
チ
間
隔
で
二
つ

一
組

の
穴
が
開
け
ら
れ
て

い
る

(図
4

・
5

・
9
～

22
)
。
「
二
十
四
孝
」

の
報
告

で
も
述
べ
た
が
、

こ
れ
は
表
紙
を
付

け
る
ま
で
の
下
綴
じ
の
跡
で
あ
る
。
た
だ
し

「
二
十
四
孝
」

で
は
、
こ

の
穴
は
本
文

の
料
紙

に
だ
け
あ
り
、
上
下
冊
と
も
表
紙
、
裏
表
紙
及
び
そ
れ
ら
の
見
返
し
に

は
開
け
ら
れ
て
い
な

か

っ
た
。
と
こ
ろ
が

「
ふ
し
み
と
き
は
」
で
は
、
表
紙
及
び
裏
表
紙

に
な

い
の
は
同
様

で
あ

る
が
、
見
返
し
に
つ

い
て
は
、
下
冊

の
表
紙
見
返
し
を
除
く
三
面
に
下
綴
じ
用

の
穴
が
開
け

ら
れ
て
い
る

(図
3

・
6

・
7

・
8
)
。
図
3
の
上
冊
表
紙
見
返
し
と
図
4
の
同
1
丁
表

(本

文
冒
頭
)
、
ま
た
図

5
の
同

19
丁
裏

(本
文
末
尾
)
と
図

6
の
同
裏
表
紙
見
返
し
を
見
比
べ

れ
ば
、
同
じ
綴
じ
穴

で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
三
面

で
は
、

一
旦
下
綴

じ
さ
れ
た
紙
が
そ

の
ま
ま
見
返
し
に
貼
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
富
美
文
庫
所
蔵

の
他

の
四
目
綴
の
作
品
四
件
十

一
冊
を
見
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て

「
二
十
四
孝
」
と

同
様

の
状
態

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
作
品
は
見
返
し
を
金
箔
押
し
と
す
る
点

で
も

「
二
十
四
孝
」
と
同
様

で
あ

っ
た
。
右

の
こ
と
か
ら
、
見
返
し
に
下
綴
じ
用

の
穴
が
あ
る
の

は
、
富
美
文
庫

の
所
蔵
品

の
中

で
は

「
ふ
し
み
と
き
は
」
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
見
返
し
に

本
文

の
料
紙
と
同
じ

紙
を
用

い
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
点
は
、
表
紙

に

つ
い
て
で
あ
る
。
表
紙
は
薄

い
紺
紙
を
厚
め
の
台
紙
に
貼
り
、
そ
の

四
周
を
裏
側
に
折
り

返
し
て
作
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

「
二
十
四
孝
」

で
述

べ
た
が
、

「
ふ
し
み
と
き
は
」

の
見
返
し
は
白
無
地
な

の
で
、
そ
の
下
に
表
紙

の
折
り
返
し
部
分
が
透

け
て
見
え
る

(図
3

・
6

・
7

・
8
)
。
こ
れ
を
見
る
と
、
上
下

の
小
口
で
は
約
ニ
セ
ン
チ
、

前
小
口
で
は
約
三
セ

ン
チ
、
そ
し
て
背
側
は
綴
じ
穴
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
約
五
ミ
リ
ほ
ど

が
折
り
返
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
な
お
、
下
冊
裏
表
紙
は
見
返
し
の
右
下
隅
が
破
損
し

て
い
る
た
め
、
そ

の
様
子
を
直
接
見

る
こ
と
が

で
き
る

(図
8
)
。
ま
た

「
二
十
四
孝
」
で

は
、
見
返
し
も
上
下
と
前
小

口
で
は
端
を
裏
側
に
折
り
返
し
て
い
た
が
、
「
ふ
し
み
と
き
は
」

で
は
折
り
返
さ
な

い
ま
ま
表
紙
に
貼
付
し

て
い
る
。

こ
れ
も
本
文
と
同
じ
料
紙
を
使

っ
た
た

め

の
相
違

で
あ
ろ
う

。
な
お
、
表
紙
と
見
返
し
の
糊
付
け
が
剥
が
れ
た
箇
所
か
ら
は
、
台
紙

に
押
さ
れ
た
空
刷
り

の
凹
凸
を
覗
き
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
竜

の
全
容
は
や
は
り
確
認

で

き
な
か

っ
た
。

第

三
点
は
挿
図

に

つ
い
て
で
あ
る
。
最
大

の
関
心
は
綴
じ
代
の
部
分
は
ど
う
な

っ
て
い
る

か

で
あ
る
が
、
「
二
十
四
孝
」
と
同
じ
く
、
十
四
面
す
べ
て
に
お

い
て
紙
の
端
ま
で
完
全

に
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彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た

(図

9
～
22
)
。
ま
た
、
挿
図

の
料
紙
は
本
文

料
紙
と
前
小
口
で
貼

り
合
わ
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
裏
面
を
見
る
と
、
挿
図

の
う
ち

の
何
枚

か
に

つ
い
て
は
前
小

口
以
外

の
三
辺
に
も
糊
跡

の
よ
う
な
も
の
が
残

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
本
文
料
紙
の
側
に
は

糊
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
こ
れ
が
何
を
意
味
す

る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

二

本

文

(
一
)
「
ふ
し
み
と
き
は
」

の
諸
本

富
美
文
庫
本

の
本
文
に

つ
い
て
は
、
本
稿
末
に
全
文

の
翻
刻
を
掲
載

し
、
後
述
す
る
藤
園

堂
本
と
校
合
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
述

べ
る
前
に
、

こ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
に
紹
介
さ
れ
て
い

る

「
ふ
し
み
と
き
は
」

の
諸
本
の
う
ち
、
絵
を
伴
う
作
品
を

一
覧
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず

『室
町
期
物
語

二
』
所
収
の
田
中
文
雅
氏
に
よ
る

「
ふ
し
み
と
き

は
解
説
」

に
は
、
次

の
十
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(注

7
)
。

①
松
会
版

「
ふ
し
み
と
き
は
」
二
冊

国
会
図
書
館
蔵

(松
会
本

)

②
寛
永
製
版

「
ふ
し
み
と
き
は
」

一
冊

国
会
図
書
館
蔵

(寛
永

本
)

③

「
ふ
し
み
と
き
は
」

一
巻

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵

(サ

ン
ト

リ
ー
本
)

④
三
十
六
番
舞
絵
巻

の
う
ち

「伏
見
と
き
は
」

一
巻

チ

ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
図
書

館
蔵

(C
B
L
本
)

⑤

「伏
見
と
き
は
」

一
冊

藤
園
堂
蔵

(藤
園
堂
本
)

⑥

「常
盤

の
草
紙
」

二
冊

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵

(岩
瀬
文
庫
本
)

⑦

「
ふ
し
み
と
き
は
」
二
冊

蓬
左
文
庫
蔵

(蓬
左
文
庫
本
)

⑧

「
ふ
し
み
と
き
は
」
二
冊

天
理
図
書
館
蔵

(天
理
本
)

⑨

「
ふ
し
み
と
き
は
」
二
冊

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

(大
東
急
本

)

⑩

「
ふ
し
み
と
き
は
」
二
冊

逸
翁
美
術
館
蔵

(逸
翁
本
)

①
②
は
版
本
、
③
④

は
絵
巻
、
⑤
～
⑩
は
奈
良
絵
本

で
あ
る

(以
下
、
丸
数
字
及
び
括
弧

内

の
略
称
を
用

い
る
)
。
こ
の
う
ち
②
寛
永
本

は

『舞

の
本

新

日
本
古
典
文
学
大
系

59
』

(注

8
)
に
、
③

サ

ン
ト
リ
ー
本
、
⑤
藤
園
堂
本
、
⑩
逸
翁
美
術
館

本

の
三
件

は
先
述

の

『室
町
期
物
語
一
こ

に
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文

の
翻
刻
及
び
全
挿
図
の
白
黒
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
⑥
岩
瀬
文
庫
本
は

『伝
承
文
学
研
究
』
第
十
五
号
に
本
文

の
翻
刻
及
び
挿
図

十
五
図

の
う
ち

五
図

が
白
黒
写
真

で
掲
載

さ
れ

て
い
る

(注

9
)
。
⑨
大
東
急
本
は
影
印
本

が
刊
行
さ
れ
て

い
る

(注
10
)
。

次
に
、
小
林
健
二
氏
が
作
成
し
た

「舞
曲
の
絵
入

一
覧
稿
」

で
は
、
さ
ら
に
次

の
七
件
が

追
加
さ
れ
て

い
る

(注

11
)
。
な
お
、
そ
こ
で
は
題
名
は
省
略
さ
れ
て

い
る
。
⑪

～
⑬
は
版

本
、
⑭
～
⑰

は
奈
良

絵
本

(⑭

は
絵
巻

に
改
装
)
で
あ
る
。

⑪
古
活
字
版

早
稲

田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵

⑫
古
活
字
丹
緑

版

天
理
図
書
館
蔵

⑬
寛
永
丹
緑
版

黒
船
館
蔵

⑭
絵
本
大
本
改

装
絵
巻

一
巻

大
阪
市
立
美
術
館
蔵

⑮
絵
本
大
本

一
冊

(前
後

一
部
欠
の
零
本
)

東
京
国
立
博
物
館
蔵

⑯
絵
本
大
本

一
冊

(挿
絵
十
九
図
)

東
京
古
典
会
平
成

8

⑰
絵
本
横
本
の
挿
絵
断
簡

九
図

臨
川
書
店
日
本
書
古
書
目
録

79

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
絵
入
り

の

「ふ
し
み
と
き
は
」
は
、
版

本
五
件
、
絵
巻
二
件

、
奈
良
絵
本
十
件

(⑭
を
含
む
)

で
あ
り
、
合
計
十
七
件
に
な
る
。

(二
)
富
美
文
庫
本

と
諸
本
の
関
係

右
に
挙
げ
た
十
七
件

の
う
ち
、
筆
者
が
実
見
し
た
の
は
②
寛
永
本

の
み
で
あ
る
。
①
松
会

本
は
国
会
図
書
館

の
、
④
C
B
L
本
及
び
⑦
蓬
左
文
庫
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館

の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
、
ま

た
③
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
⑤
藤
園
堂
本
、
⑥
岩
瀬
文
庫
本
、
⑨
大
東
急
本

及
び
⑩
逸
翁
本
は
右

で
挙
げ
た
公
刊
本
を
見
た
に
留
ま
り
、
⑧
天
理
本
及
び
⑪
～
⑰
は
未
見

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
富
美
文
庫
本
と
諸
本

の
関
係
を
論
じ
る
に
は
甚
だ
不
十
分
な
段
階
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で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
文
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
わ
か

っ
た

こ
と

を

一
点
だ
け
指
摘
し

て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。
そ
れ
は
①
～
⑩

の
諸
本

の
な
か
で
は
、
富
美

文
庫
本
と
最
も
近
し

い
関
係
に
あ
る
の
は
⑤
藤
園
堂
本

で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者

の
類
縁
性
は
、
本
稿

末
の
校
合
結
果
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
勿
論
、
字
句

の
細
か
な
異
同
は
多
数
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
他

の
九
件

に
比
す
れ
ば
大
同
小
異
と
言
え

る
範
囲
内

で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
点
を

確
認
し
て
み
よ
う
。

①
～
⑩

の
本
文
に

つ
い
て
は
、
田
中
文
雄
氏
が

「
ふ
し
み
と
き
は
解

説
」
の
な
か
で
詳
し

く
考
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
幸
若
舞
曲

の
正
本
と
さ
れ
る
毛
利
家
蔵

「舞

の
本
」

(以

下
、
毛
利
家
本
と
称
す

る
)
を
加
え
、
十

一
件

の

「
ふ
し
み
と
き
は
」

が
比
較
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
富
美
文
庫
本
と

の
関
係
で
注
目
し
た

い
の
は
次

の
三
点

の
指
摘

で
あ

る

(注

12
)
。

1

こ
れ
ら
十
件

の
な
か
で
は
、
⑤
藤
園
堂
本
、
③
サ

ン
ト
リ
i
本
、
⑩
逸
翁
本
の
三
件

が

「極
め
て
異
質
な
本
文
」
を
伝
え

て
い
る
。

2

そ
の
特
質
は

「要
約
的
表
記
」
と

「省
筆
」
で
あ
る
。

3

「
こ
う
し
た
省
筆
化
が
最
も
進

ん
だ
も

の
」
が
⑤
藤
園
堂
本
で
あ
り
、
③

サ
ン
ト
リ
ー

本
、
⑩
逸
翁
本
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

つ
ま
り
、
毛
利
家
本
を
加
え
た
十

一
件
の
な
か
で
は
、
⑤
藤
園
堂
本

の
本
文
が
最
も
簡
略

化
さ
れ
て
い
る
と

い
う

の
で
あ
る
。
田
中
氏
は

「特
に
長
文
に
渉
る
相
違

の
見
ら
れ
る
箇
所

を
十
二
箇
所
」

(注

13
)
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
⑤
藤

園
堂
本

の
み
の
脱
文

が
極
め
て
多

い
の
が
わ
か
る
。
例
え
ば

「
三

落
ち
行
く
と
き
は

の
条

」
で
は
、
毛
利
家
本

の

「
い
つ
く

へ
も

ひ
と
ま

つ

お
ち
ゆ
か
は
と
お
ほ
し
め
す
か
」
及
び

「紅

の
二
つ
き
ぬ
。

ひ
き
ま
わ
し
の
帯

は
か
り
。
御
身
は
十

二

一
重
に
」

の
部
分
、
ま
た

「四

と
ど
ろ
き
の
御

坊

の
条
」
で
は
、
同
じ
く
毛
利
家
本
の

「
そ
れ
き
う
ち
や
う
は

松
に
離
れ
て
色
見
え
ず
」

以
下

の
部
分
が
欠
落
し

て
い
る

(注

14
)
。
同
様

の
例
は
枚
挙
に
暇
な

く
、
右

の
指
摘
が
正

し

い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、
そ

の
大
部
分
に
お

い
て
、
富
美
文
庫
本

は
⑤
藤
園
堂
本
に

一

致
す

る
。
ま

た
⑤
藤

園
堂
本

の
み

の
異
文
、
例
え
ば

「九

賎
が
庵

の
と
き
は

の
条
」

の

「ら

い
の
う
は
か
こ
ら
う

や
か
ん
と
の
給
ひ
し
か
」
以
下
の
部
分
、
さ
ら
に
⑤
藤
園
堂
本
の

み
に
見

ら
れ
る
本
文

、
例
え
ば

「
一

女
く
ら
べ

の
条
」

の

「
七
と
う

へ
ち
よ
く
し
を
た

て
」
、
「
八

庵

の
門

の
問
答

の
条
」

の

「
な
に
ほ
と

の
こ
と

の
あ
る

へ
き
そ
」
、
⊃

○

下

女
達
と
き
は
を
訪
ふ

の
条
」

の

「
い
つ
も

の
こ
と
な
れ
は

て
か
く
る
こ
お
け
に
」
な
ど
に

つ
い
て
も
、
富
美
文

庫
本
は
や
は
り
⑤
藤
園
堂
本
に

一
致
す

る

(注

15
)
。
以
上

の
こ
と
か

ら
、
毛
利
家
本
及
び
①
か
ら
⑩

の
諸
本

の
な
か
で
は
、
⑤
藤
園
堂
本
が
富
美
文
庫
本
に
最
も

近

い
も

の
で
あ
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
富
美
文
庫
本
と
⑤
藤
園
堂
本

の
問
に
も
多
く
の
異
同
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

次
は
、
そ
の
点
を
見

て
み
よ
う
。
両
本
を
校
合
し
た
結
果
、

二
四

一
箇
所

に
異
同
が
検
出
さ

れ
た
が
、
そ
の
う
ち

の
約
半
数
は
、
中
世
以
降

に
多
く
見
ら
れ
る
仮
名
表
記

の
ゆ
れ
で
あ
る
。

特

に

「
は
」
と

「
わ
」
、
「
い
」
と

「
ひ
」
、
[
い
」
と

「
ゐ
」
、
[
お
」
と

州を
」
、
「
へ
」
と

「
ゑ
」
、
「う
」
と

「
ふ
」
な
ど

の
ゆ
れ
が
多
く
、
富
美
文
庫
本
が
正
し
い
場
合
も
あ
れ
ば
、

⑤
藤
園
堂
本
が
正
し

い
場
合
も
あ
る
。
前
者

の
例
と
し
て
は

「
こ
は
た
」
と

「
こ
わ
た
」

(上

六

2
ほ
か
)
、
胴
む
か

ひ
」
と

「む

か

い
」

(上
七

1
ほ
か
)
、
「う

ゐ
」
と

闘う

い
」

(上

八

21
)
、
「を
ん
な
」
と

「
お
ん
な
」

(上
八
27
ほ
か
)
、
「ち
ゑ
」
と

「ち

へ
」

(上
九

5
ほ
か
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

(富
美
文
庫
本
、
⑤
藤
園
堂
本

の
順
に
表
記
、
上
六

2
は
上
冊
第
六
段

異
同
番
号

2
の
略
、

以
下
同
)
。
ま
た
後
者

の
例
と
し
て
は

「ま

い
」
と

「
ま
ひ
」

(上

一
4

ほ
か
)
、
「
く
は
ん
」

と

「く
わ
ん
」

(上

一
15
)
、
「を
と
わ
か
」
と

「
お
と
わ
か
」

(上
六

8

ほ
か
)、
「
ら
う
」
と

「
ら
ふ
」

(上
八
4
ほ
か
)
、
「
い
ゑ
」
と

「
い
へ
」

(上
八
18
ほ
か
)
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
終
止
形
と
連
体
形
を
誤
用
す
る
な
ど
、

動
詞

の
活
用
に
関
す

る
異
同
も
見
ら
れ
る

(上

一
16
ほ
か
)
。
残

る
半
数

は
、
主
と
し
て
写

し
誤
り
と
思
わ
れ
る
字
句

の
異
同
や
脱
字
、
及
び
術
字
な
ど
で
あ
る
が
、
そ

の
大
部
分
は

一

文
字
か
ら
数
文
字

の
些
細
な
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
や
や
長
い
も

の
が
七
箇
所
あ
る
の
で
、

次
は
そ
れ
を
詳
し
く
見

て
み
よ
う
。

ま
ず
、
上
八
7
は

「と
く
ら
ゐ
あ
ら
そ
ひ
」
以
下
の
文
を
、
ま
た
下
五
13
は

「あ
た
り
の
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と
も
た
ち
か
」
以
下

の
文
を
⑤
藤
園
堂
本
が
欠
く
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
①
～
⑩

の
諸
本

の
う
ち
⑤
藤
園
堂
本
を
除
く
九
件
に
は
、
富
美
文
庫
本
と
近
似
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る

(注

16
)
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
二
例
は
⑤
藤
園
堂
本

の
遺
漏
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
下
五

54
も

「
き
お
ん
し
や
う
し
や
に
む
め
の
み
や
」
を
⑤
藤
園
堂
本
が
欠
く
例

で
あ
る
が
、

こ
れ

は
③

サ
ン
ト
リ
ー
本

で
も

同
様

に
欠

け
て
い
る

(注
17
)
。
次

に
上
六

12
で
は
、
富
美
文
庫

本

の

「申
ま
ひ
」
が
、
⑤
藤
園
堂
本

で
は

「申
ま
し
、

つ
た
ち
は
め
た

い
共
申
ま
し
」
と

い

う
意
味
不
明

の
文
に
な

っ
て

い
る
。
他

の
諸
本
は
富
美
文
庫
本
に
近

い
表
現
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
⑤
藤
園
堂
本

の
誤
記
で
あ

ろ
う

(注

18
)
。

一
方
、
残

る
上
六

6
、
上
七
3
、
下
五

42
の
三
例
は
、
逆
に
⑤

藤
園
堂
本
に
あ
る
本
文
、
す
な
わ
ち

「
つ
め

た
や
、
お
み
た

い
」

「と
、
さ
も
か
う

し
や
う

に
の
た
ま

へ
は
」
「
一
人
は
は
り
ま
、
ひ
と

り
は

い
つ
も
」
を
富

美
文
庫
本
が
欠
く
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
他

の
諸
本

に
は
⑤
藤
園
堂
本

に
類
似
し
た
内
容
が

記
さ
れ
て

い
る
の
で
、

こ
れ
ら
は
富
美
文
庫
本

の
遺
漏
と
思
わ
れ
る

(注

19
)
。

と

こ
ろ
で
、
富
美
文
庫
本
及
び
①
か
ら
⑩

の
諸
本

(⑧
天
理
本
を
除
く
)

の
な
か
で
、
右

の
よ
う
に
富
美
文
庫
本

の
み
が
、
あ
る

い
は
⑤
藤
園
堂
本
の
み
が
異
な
る
と

い
う
例
は
、
語

句

の
な
か
に
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
上
八
19
の

「
つ
ほ
め
か
さ
」
、
下

四
8
の

「
ふ

つ
て
ん
」

は
富
美
文
庫
本

の
み
に
見
ら
れ
る
語
句

で
あ
り
、
他

の
諸
本

で
は

「
い
ち
め
か
さ
」
及
び

「
ふ

つ
せ
ん
」
と
な

っ
て
い
る

(傍
線
部
が
異
同
部
分
)
。
文
意

か
ら

す
れ
ば
、
こ
れ
は
富

美
文
庫
本

の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
三
3
の

「御
山
」
を

「
こ
の
寺
」
と
す
る
こ
と
、

上
五
1
の

「
し
」

の
欠
落
、
上
六
9
の

「
か

つ
ら
か
は
」

の
欠
落
な
ど

は
、
⑤
藤
園
堂
本

の

み
に
見
ら
れ
る
異
同
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
後

の
二
例
は
⑤
藤
園
堂
本

の
遺
漏
で
あ
る
。

最
後

に
上

一
12
及
び
上

一
13
の
異
同
を
見
て
お
き
た

い
。
富
美
文
庫

本
の

「う

へ
み
ぬ
わ

し
と
」
は
意
味
が
不
明
で
あ
る
が
、
⑤
藤
園
堂
本
は

「う

へ
み
ぬ
に
し
も
」
と
な

っ
て
お
り
、

こ
れ
な
ら
意
味
が
通
じ
る
。
富
美
文
庫
本
が

「
に

(」小
)
」
を

「わ

(王

)」

に
、
「
も

(毛
)
」

を

「
と

(止
)
」
に
写
し
誤

っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
表
現

は
他
本
に
は
な

い
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
も
両
本

の
類
縁
性
を
示
唆
す
る

一
例
と
な
る

(注

20
)。

さ
て
、
以
上

の
こ
と
か
ら
、
富
美
文
庫
本

の
本
文
に

つ
い
て
は
、
①
か
ら
⑩

の
諸
本

の
中

で
は
⑤
藤
園
堂
本
と

最
も
強

い
類
縁
性
を
持

つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は

各

々
独
自
の
異
同
を
有

し
て
お
り
、
そ

の
な
か
に
は
明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
も

の
も
含

ま
れ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、

こ
の
両
者
間
に
、
富
美
文
庫
本
か
ら
⑤
藤
園
堂
本

へ
、
あ
る

い
は
逆
に
⑤
藤
園
堂
本
か
ら
富
美
文
庫
本

へ
と

い
う

一
方
通
行
的
な
転
写
関
係
を
想
定
す
る

こ
と
は

で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

三

挿

図

(
一
)
場
面
内
容

富
美
文
庫
本

の
挿

図
は
、
上
冊
に
八
図
、
下
冊
に
六
図
、
計
十
四
図
あ
り
、

い
ず
れ
も
半

丁
で
完
結
す
る

(順

に
絵

1
～
絵

14
と
す
る
、
図

9
～
22
)
。
ま
ず
、
そ

の
場
面
内
容
を
概

観
し

て
お
こ
う
。
な
お
、
①
～
⑩

の
諸
本

の
挿
図
に
つ
い
て
は
、
田
中
文
雅
氏
が

「
ふ
し
み

と
き
は
解
説
」

の
な
か
で
比
較
検
討
し
、
ど
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
か
を

一
覧
表

に
作
成

し
て

い
る

(注

21
)
。
そ

の
表

に
は

「
1
.
女
く
ら
べ
」
以
下
二
十
五
項
目
が
立

て
ら
れ
て

い
る
が
、

一
項
目
中

に
複
数

の
場
面
を
含
む
も

の
が
あ
る
の
で
、
場
面

の
総
数
は
三
十
六
に

な
る
。
以
下
で
は
、

田
中
氏

の

一
覧
表
か
ら
富
美
文
庫
本
に
対
応
す
る
場
面
を
選
び
、
そ
の

番
号
及
び
場
面
説
明

の
字
句
を

一
行
目
に
鉤
括
弧
付
で
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る

(注
22
)
。

[絵
1
]

(図

9
)

「
3
.
義
朝
と
き
は
を
賜
る
」

清
涼
殿
と
お
ぼ
し

き
建
物
で
、
義
朝
が
御
門
か
ら
常
盤
を
賜
る
場
面
で
あ
る
。
本
文
に
は

「み
か
と
、
と
き
は

の
ま

い
の
御
た
も
と
に
御

て
を
か
け
さ
せ
給
ひ
、
た
ん

つ
の
い
し
、
あ

ま
お
ち

の
き
は
に
て
た
ま
は
り
け
り
」
と
あ
る
が
、
画
面

で
は
御
門
は
御
簾
の
内

に
立
ち
、

常
盤
は
御
簾

の
外
、
縁

に
立

っ
て
い
る
。
常
盤

の
向
か

っ
て
左

に

一
人
、
右
に
二
人
、
そ
れ

ぞ
れ
公
卿
が
座
し
て
お
り
、
義
朝
は
階
下
で
樽
鋸
す
る
。

[絵

2
]

(図
10

・
24
)
「
5
-
2
.
落
ち
行
く
と
き
は
親
子

(山
里
)」
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常
盤
親
子
が
人
家

の
前
を
行
く
場
面
で
あ
る
。
本
文
に
は

「
い
ま
わ
か
、
を
と
わ
か
さ
き

に
た
て
、
二
さ

い
の
う
し
わ
か
を
は
御

ふ
と
こ
ろ
に
を
し
入
」
と
あ
る
が
、
画
面
で
は
乙
若

が
常
盤

の
前
に
立
ち
、
今
若
は
右

に
立

っ
て
い
る
。
牛
若
は
常
盤

の
左

襟
に
、
ま
る
で
こ
け

し
を
挿
し
た
か
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
。
常
盤
が
被
る
笠
は
先
が
三
角
に
尖

っ
て
お
り
、

三
角
帽
に
広

い
鍔
を
付
け
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
こ
の
牛
若
と
笠

の
独

特

の
表
現
は
、
他

の

諸
本

の
中

で
は
⑥
岩
瀬
文
庫
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
常
盤
親
子
が
立

つ

地
面
も
、
画
面
右
下

の
人
家

や
樹
木
も
雪
で
白
く
覆
わ
れ
て
い
る
が
、

本
文
は

「
五
て
う
あ

た
り

の
く

ろ
つ
ち
を
、
は
し
め
て
ふ
む
そ
あ
は
れ
な
る
」
と
述
べ
る
だ

け
で
、
雪
に
は
言
及

し
て
い
な

い
。
し
か
し
画
面
で
は
、
こ
の
白
雪
が
豊
か
な
情
趣
性
を
添

え
て

い
る
。

[絵

3
]

(図

11
)
「
6

-
1
.
清
水
詣

寺

の
景
、
滝
」

「
6
-
2
.
清
水
詣

仏
前
、
格

子
の
前

の
親
子
」

常
盤
親
子
が
清
水
寺

に
参
詣
す

る
場
面
で
あ
る
。
画
面
左
に
本
堂
を

配
し
、
外
陣
に
常
盤

親
子
、
懸
崖
造
の
舞
台

に
三
人

の
参
詣
人
を
描
く
。
画
面
右
に
は
音
羽

の
滝
を
描
く
。
本
文

に
は

「ま

へ
の
こ
う

し
に
つ
や
申
」
と
あ
る
が
、
画
面
に
格
子
は
な
く

、
内
陣
と
外
陣

の
境

に
は
御
簾
が
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
⑤
藤
園
堂
本
及
び
⑥
岩
瀬
文

庫
本

で
は
、

6
-
1

と
6
1
2
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
画
面

に
描
か
れ
て
い
る
。

[絵

4
]

(図
12
)
「
7
.
と
ど
ろ
き

の
御
坊
と
と
き
は
親
子
」

常
盤
親
子
が
轟

の
御
坊
を
訪
ね
る
場
面
で
あ
る
。
僧
坊

の
中
に
轟
の
御
坊
と
常
盤
親
子
を

描
き
、
戸
外
に
水
景
を
描
く
。
岸
辺
が
白

い
の
は
雪
を
表
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

[絵

5
]

(図
13
)
「
8
.

一
、
二
の
橋

の
上
の
と
き
は
親
子
」

常
盤
親
子
が
法
性
寺

の
橋
を
渡
る
場
面
で
あ
る
。
本
文
に
は

「
三
人

の
わ
か

の
て
を
ひ
き
」

と
あ
る
が
、
画
面
で
は
乙
若
、
今
若
、
そ
し
て
牛
若
を
懐
に
抱
く
常
盤

の
順

に
橋
を
渡

っ
て

お
り
、
手
は
繋

い
で

い
な

い
。
画
面
右
下
に
は
法
性
寺

の
堂
舎
と
樹
木

を
描
く
。
絵

2
と
同

じ
く
雪
が
積
も

っ
て

い
る
が
、
本
文
は
や
は
り
雪
に
は
言
及
し
て
い
な

い
。

[絵

6
]

(図
14
)
「
9
.
雪

の
木
幡
山
、
木
幡

の
里
」

常
盤
親
子
が
雪

の
木
幡
山
を
越
え
る
場
面
で
あ
る
。
画
面
中
央

に
丸
味

の
あ
る
山
を
描
き
、

そ
の
陰

か
ら
現
れ
る

よ
う

に
常
盤
親
子
を
描
く
。
山
は
遠
景

の
よ
う
に
表
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
比
し

て
大
き
す
ぎ
る
人
物
を
組
合
わ
せ
た
構
成
は
独
特

の
も
の
で
あ
る
。
本
文

の

「
こ

は
た

の
山
は
ゆ
き
そ

ふ
る
」

の
通
り
に
山
は
雪

で
覆
わ
れ
て
お
り
、
白
と
緑
青
及
び
群
青

の

対
比
が
美
し

い
。
な

お
、
本
文
に

「
ゆ
き
」

の
語
が
出
て
く
る
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ

る
。
画
面
右
上
隅
は
、
群
青
を
塗

っ
て
空
と
し
、
そ
こ
に
白

い
月
を
浮
か
べ
る
が
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
な
雲

の
表
現
は
こ
こ
だ
け
に
見
ら
れ
る
珍
し

い
も
の
で
あ
る
。

[絵

7
」

(図
15
)

「
10
1
1
.
庵

の
門

立
姿

の
親
子
、
(応
対

の
う
ば
)
」

「し

つ
か
ふ
せ
や
」

に
辿
り
着

い
た
常
盤
が
、

一
夜

の
宿
を
所
望
す
る
場
面
で
あ
る
。
門
口

に
立

つ
常
盤
親
子
と
、
戸
を
開
け

て
外
を
窺
う
姥
を
描
く
。
本
文
に
は

「と
を
ほ
そ
め
に
あ

け
」
と
あ
る
が
、
画
面

で
は
か
な
り
広
く
開
け
ら
れ
て
い
る
。

[絵

8
]

(図
16

・
25
)
「
10
-
2
.
庵

の
門

座
す
親
子
、
小
袖
、
笠
」

常
盤
親
子
が
家

の
陰

で
夜
を
明
か
す
場
面
で
あ
る
。
地
面
に
座
し
、
袖
を
顔
に
当

て
る
常

盤
、
そ
の
前

に
座
る
今
若
、
横
に
臥
す
乙
若
を
描
く
。
牛
若
は
袖
の
陰
に
隠
れ
て
見
え
な

い
。

常
盤

の
左
側
に
、
乙
若
を
庇
う
よ
う
に
笠
を
た

て
て
い
る
の
は
、
本
文
の

「
つ
ほ
め
か
さ
を

そ
は
た
て

・
、
風
ふ
く
か
た
の
か
き
と
し
て
、
か
ん
ふ
う
を
ふ
せ
き
給
ひ
け
り
」
に
忠
実
な

表
現

で
あ

る
。
し
か

し
、
下
に
敷

い
て

い
る
の
は
黄
色
地
に
赤
と
緑

の
文
様
の
入

っ
た
も

の

で
あ
り
、
「御

こ
そ

て
を
ぬ
き
て
さ

つ
と
し
き
」
と
は
齪
齪
す
る
表
現
で
あ
る
。
ち
な
み
に

常
盤

の
衣
装
に
も
変
化
は
生
じ
て

い
な

い
。
な
お
、
建
物

に

つ
い
て
は
、
絵

7
と

の
整
合
性

は
全
く
考
慮
さ
れ

て

い
な

い
。

[絵

9
」

(図
17
)

「
12
1
1
と
き
は
親
子
、
障
子
越
し
に
窺
う
お
う
ち
、
う
ば
」

常
盤

の
素
性
を
不
審

に
思

っ
た
老
爺
が
、
和
歌
を
詠
み
か
け
る
場
面
で
あ
る
。
奥

の
部
屋

に
常
盤
親
子
を
、
手
前

の
部
屋
に
老
爺
と
姥
を
描
く
。
今
若
と
乙
若
は
横
に
な

っ
て
眠

っ
て

い
る
。
こ
の
絵
以
降

、
室
内

に
障
屏
画
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

[絵

10
]
(図

18
)

「
12

-
2
庵

の
内

と
き
は
親
子
、
対
面
す
る
お
う
ち
、
う
ば
」

一27一



常
盤
親
子
が
老
爺

の
許
に
逗
留
し
て
い
る
場
面

で
あ
る
。
常
盤
は
部

屋
の
奥

に
座
し
、
乙

若
は
そ
の
前

に
座

っ
て
い
る
。
そ

の
右
手

で
今
若
が
牛
若
と
遊
ん
で
や

っ
て
い
る
。
な
お
、

牛
若
の
全
身
が
描
か
れ
る
の
は
こ
の
場
面
だ
け
で
あ
る
。
老
爺
と
姥
は

縁
に
近

い
と
こ
ろ
に

お
り
、
少
し
離
れ
て
対
座
す
る
。
老
爺

の
前

に
は
茶
臼
と
茶
壺
が
置
か

れ
て
お
り
、
常
盤
を

も

て
な
し
て

い
る
様
子
が
窺
え
る
が
、

こ
れ
は
本
文
に
は
な

い
も

の
で
あ
る
。
画
面
右
下
に

は
、
唐
突
に
遠
山
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
木
幡
山
を
暗
示
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「絵
11
]

(図

19
)
「
14
1
2
.
庵
で
の
対
面
、
と
き
は
親
子
、
五
人

の
下
女
、
お
う
ち
、
う

ば
」常

盤
が
五
人
の
下
女
達
に
対
面
す
る
場
而
で
あ
る
。
奥
の
部
屋
に
常
盤
、
今
若
、
乙
若
を
、

手
前

の
部
屋
に
老
爺
、
牛
若
を
抱
く
姥
、
五
人

の
下
女
達
を
描
く
。
手
前

の
部
屋

の
中
央
に

は
桶
が
二
つ
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
下
女
達
が
持
参
し
た

「
さ
け

の
入
た
る
お
け
」
で

あ
り
、
傍
に
は
野
菜
も
置
か
れ
て
い
る
。
画
面
下
方
に
は
、
絵

10

(図

18
)
と
同
じ
く
木
幡

山
を
示
す
遠
山
が
描
か
れ
る
が
、
屋
外

の
描
写
を
伴
う
絵

10
の
場
合
と

は
異
な
り
、
室
内
を

描
く
だ
け

の
こ
の
場
面
で
は
異
様
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
遠
山
は
絵

13

・
14

(図

21

・
22
)

に
も
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
③

サ
ン
ト
リ
ー
本
、
⑤
藤
園
堂
本
及
び
⑥
岩
瀬
文
庫

本

に
類
似
し
た
も

の
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
⑥
岩
瀬
文
庫
本
の
第
十
五

図
と
近

い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

[絵

12
」

(図
20

・
26
)
「
15
1
1
.
在
五
の
物
語

ひ
さ
げ
を
胸
に
伏
す
女
、
窺
う
中
将
」

常
盤

が
語
る
話

の
中
で
、
女
が
持
仏
堂
に
籠
も
り
、
水
を
入
れ
た
提

子
で
胸
を
冷
や
す
と

こ
ろ
を
、
中
将
が
庭
か
ら
窺
う
場
而
で
あ
る
。
画
面
左

に
持
仏
堂
を
配

し
、
香
炉
を
供
え
た

壇

の
前

で
、
女
が
琴
を
枕

に
横
臥
し
、
右
手

で
抱
え
る
よ
う

に
し
て
提

子
を
胸

に
当
て
て
い

る
と
こ
ろ
を
描
く
。
提
子
は
、
本
文
に
は

「し
ろ
き
ひ
さ
げ
」
と
あ
る

が
、
画
面

で
は
金
地

で
あ
る
。
琴
は
本
文

の

「夜
す
か
ら
、

こ
と
を
ひ
き
そ
は
め
」
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
。

画
面
右
手
は
庭

で
あ
り
、
松

の
木

の
根
元
に
弓
矢
を
帯
び
た
中
将
を
描
く
。
こ
れ
は

「伊
勢

物
語
」
第

二
十
三
段

の

「河
内
越
」

に
基
づ
く
図
様
で
あ
る
。

「絵

13
」

(図
21
)

「
18
.
下
女
達

の
舞
姿
1

(採
物
、
扇
)
」

下
女

の

一
人
が
舞

う
場
面
で
あ
る
。

こ
の
段
で
舞
う

の
は
出
雲
国

の
女
と
播
磨
国
の
女
で

あ
る
が
、
画
面
か
ら

は
ど
ち
ら
で
あ
る
か
を
判
断

で
き
な

い
。
奥

の
部
屋
に
常
盤
、
今
若
、

乙
若
を
、
手
前

の
部

屋
に
老
爺
、
牛
若
を
抱
く
姥
、
五
人
の
女
を
描
く
。
舞
う
女
は
右
手

に

扇
を
騎
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
本
文

に
は
な
い
も

の
で
あ
る
。
画
而
下
方
に
は
、
絵
11
と
同

じ
く
遠
山
が
描
か
れ

て
い
る
。

[絵
14
」

(図

22
)

「
21
.
遠
江
国

の
女

の
舞

舞
姿
W

(採
物
、
ふ
り
た
る
笠
)
」

遠
江
国
の
女
が

「
ふ
る
び
た
る
か
さ
の
と
こ
ろ
く

や
ふ
れ
た
る
を
き

つ
と
ひ
き
そ
ば
め
」

て
舞
う
場
面
で
あ
る
。
人
物

の
配
置
は
絵

13

(図
21
)
に
近
似
す
る
。
舞
う
女
が
持

つ
笠
は

か
な
り
尖

っ
た
形
で
あ
り
、
鍔
は
付

い
て
い
な

い
が
、
絵
2
～
8

(図

10
～

16
)

の
常
盤

の

笠

の
三
角
帽

の
部
分

を
思
わ
せ
る
。
本
文
に
は

「た
も
と
よ
り
た
す
き
を
と
り
て
、
さ

つ
と

か
け
」
と
あ
る
が
、

裡
は
か
け
て
い
な

い
。
画
面
下
方
に
は
、
絵

11

・
13

(図
19

・
21
)
と

同
じ
く
遠
山
を
描
く

。
な
お
、
絵
11

・
13

・
14
は
同
じ
部
屋
で
の
出
来
事

で
あ
る
が
、
建
物

の
構
造

や
室
礼

の
整

合
性
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
五
人
の
女
は
衣
服
に
よ

っ
て

同

一
性
を
識
別

で
き

る
が
、
姥
も
含

め
て
座
る
位
置
は
絵

に
よ

っ
て
動

い
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
不
統

一
性

は
、

こ
の
当
時

の
絵
巻
や
絵
本
で
は
む
し
ろ
通
例

の
こ
と
で
あ
る
。

(ゐ
一
　
一)
特
質

富
美
文
庫
本

の
挿

図
の
場
面
内
容
は
以
上

の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
田
中
氏
が
作
成
し

た
場
面

一
覧
表
に
対

応
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
絵

3

(図
11
)
は
他
本
が
二
図
で
表
す
内
容

を

一
図
に
合
成
し
て

い
る
点
が
特
異
で
あ
る

(注
23
)
。
諸
本
と

の
関
係

に
つ
い
て
は
現
段

階
で
は
言
及
を
控
え

る
が
、
こ
れ
ま

で
に
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
範
囲
で
言
う
な
ら
ば
、

富
美
文
庫
本

に
最
も
親
近
性

が
あ
る
の
は
⑥
岩
瀬
文
庫
本

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑥
岩
瀬
文

庫
本
の
挿
図
に
つ
い
て
は
、
十
五
図

の
う
ち
、
富
美
文
庫
本
の
絵
1
～
3

・
7

・
14

(図

9

～

11

・
15

・
22
)
に
対
応
す
る
五
図
を
小
さ
な
白
黒
図
版

で
見
た
に
す
ぎ
な

い
が
、
そ
の
う

・



ち
絵

2
に
対
応
す

る
も
の
を
除
く
四
図
に

つ
い
て
は
、
建
物
、
人
物
と
も
に
構
図
に
強

い
類

似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
絵

2
で
指
摘
し
た
牛
若
と
笠

の
表
現
、
同
じ
く
絵
11
で
指
摘

し
た
遠
山

の
表
現
も
、
こ
の
両
者

の
類
似
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
両
者
が
と
も
に
横
本

の

奈
良
絵
本
で
あ
る
こ
と
と
強
く
関
係
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、

一
方

で
、
同
じ
く
横
本

の
奈

良
絵
本

で
あ
る
⑦
蓬
左
文
庫
本
と

の
問
に
は
、
こ
れ
ほ
ど

の
類
似
性
は
認
め
ら
れ
な

い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
富
美
文
庫
本
と
⑥
岩
瀬
文
庫
本
が
初
期

の
奈
良
絵

本
で
あ
る
の
に
対
し
、

⑦
蓬
左
文
庫
本
は
後
期
の
も

の
で
あ
り
、
図
様
が
か
な
り
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
た
め
と
考
え

て
お
き
た

い
。

と

こ
ろ
で
、
田
中
氏

は
①
～
⑩

の
諸
本

の
挿
図
を
大
き
く
ニ
グ
ル

ー
プ
に
分
け
て

い
る

(注

24
)
。

一
つ
は
版
本
系
絵
入
本

(①
松
会
本
、
②
寛
永
本
、
④

C

B
L
本
、
⑦
蓬
左
文

庫
本
、
⑧
天
理
本
)

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

「単
に
挿
絵

の
数

に
お
け
る
近
似
に
留
ま
ら
ず
、

絵
画
の
基
本
的
構
図
や
、
絵
画
化

の
基
本
的
姿
勢

(絵
画
に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
読
み
取
り
)

に
お

い
て
強

い
類
同
性
を
持

つ
」
と
す
る
。
も
う

一
つ
は
③
サ
ン
ト
リ
ー
本
、
⑤
藤
園
堂
本
、

⑥
岩
瀬
文
庫
本
、
⑩
逸
翁
本

の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
そ
の

「類
同
性
」

は

「挿
絵

の
数

の
多

さ
の
み
な
ら
ず
、
挿
絵
化
す
る
場
面
自
体
の
類
似

に
よ

っ
て
も
容
易

に
指
摘
し
得
る
」
と
す

る
。
さ
ら
に
後
者

に
つ
い
て
は
、
③

サ
ン
ト
リ
ー
本
と
⑤
藤
園
堂
本
は

「明
ら
か
に
同
系
統

の
絵
」

で
あ
る
と
し
、
岩
瀬
文
庫
本
は

「全
体
的

に
は
版
本
系
諸
本
と

、
藤
園
堂
本
と

の
中

間
態
」
で
あ
る
と
す

る

(注

25
)。
な
お
、
残
る
⑨
大
東
急
本

に

つ
い
て
は

「き
わ
め
て
特

異
な
位
置
に
あ
る
」
と
し

て
、

ニ
グ
ル
ー
プ
か
ら
分
離
す
る

(注
26
)
。
そ
し

て
、
以
上

の

結
果
は

「
本
文
詞
章

の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
系
統
図
」
を
ほ
ぼ
支
持
す

る
も

の
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る

(注

27
)
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察

で
は
、
富
美
文
庫
本
は
本
文

に
お

い
て
は
⑤
藤
園
堂
本
と

極
め
て
強

い
類
縁
性
を
有
す
る
が
、
挿
図
に
お

い
て
は
、
そ
れ
よ
り
も

む
し
ろ
⑥
岩
瀬
文
庫

本

の
方

に
親
近
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は

い
う
も

の
の
田
中
氏

が
版
本
系
絵
入
本
と

称
し
た
諸
本
よ
り
は
、
⑤
藤
園
堂
本
及
び
こ
れ
に
近
似
す
る
③
サ

ン
ト

リ
ー
本
の
方
に
近

い

と
言
え
る
が
、
そ
れ

で
も
⑥
岩
瀬
文
庫
本
と
の
親
近
性
に
は
及
ば
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
富

美
文
庫
本
は
本
文
と
挿
図
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
系
統

の
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
点

で
も
興
味
深

い
作
品

で
あ
る
。

次

に
、
富
美
文
庫

本

の
絵
画
表
現
に

つ
い
て
、
気
づ

い
た

こ
と
を

い
く

つ
か
述
べ
て
お
き

た

い
。
ま
ず
、
霞
と
雲

の
表
現
を
見

て
み
よ
う
。
画
面

の
上
下
に
は
水
色

の
霞
が
か
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
形
は
完

全

に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る

(図

9
～
22
)
。
す
な
わ
ち

一
段
目
は
水

平
に
引
き
、
そ
の
左

右

の
端

に
寄
せ
て
二
段
目
の
す

や
り
霞
を
引
く
も

の
で
、
奈
良
絵
本
に

最
も
よ
く
見
ら
れ
る
形
で
あ
る
。
輪
郭
は
白
線
で
二
重
あ
る
い
は
三
重
に
引
か
れ
て
い
る
。
な

お
、
絵

9

(図
17
)

の
画
面
左
下
で
は
、
す
や
り
霞
が
も
う

一
段
加
わ
り
、
三
段
に
な

っ
て

い
る
。
絵

3

(図

11
)

の
音
羽

の
滝

に
か
か
る
霞
と
絵

6

(図
14
)
の
山
の
下
方
に
か
か
る

霞
は
例
外
的
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
風
景
に
遠
近
感
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

絵

6

(図
14
)
及
び
絵

7

(図

15
)

に
お

い
て
、
画
面
上
方

に
霞
を
描

い
て
い
な

い
の
は
遠

山
に
霞
を
か
け
た
く

な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
絵

6
で
は
、
先

に
も
述
べ
た
が
、
画
面
右

上
隅
に
霞
と
同
じ
水
色

で
雲
を
表
し
、
そ
の
向

こ
う
を
夜
空
と
す
る
表
現
が
珍
し

い
。

一
方
、
金
箔
あ

る

い
は
銀
箔

に
よ
る
雲
も
あ
る
。
十
四
図
の
う
ち
八
図
に
用

い
ら
れ
て

い

る
が
、

こ
れ
も
奈
良
絵
本
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。
大
半
は
水
色

の
霞
に
添
う
よ

う
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
絵
6

(図
14
)
で
は
山

の
中
腹
に
単
独

で
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
画
面
左
下

の
霞

と
同
じ
く
、
風
景
に
遠
近
感
を
与
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た

絵

7

(図
15
)
で
は

、
画
面
上
方

の
霞
が
な

い
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
霞
か
ら
遊
離
し

た
雲
が
あ
る
。
な
お

、
こ
の
雲
は
家

の
向

こ
う
側

に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

に
描

か
れ
た
事
物
よ
り
も
奥

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
雲
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
そ

の
点
で
も
注

目
さ
れ
る
。

人
物
表
現
に
つ
い
て
は
、
常
盤
は
引
目
鈎
鼻
を
基
調
と
し
た
上
品
な
顔
立
ち
で
描
か
れ
て

い
る
が
、
義
朝
や
老

爺
、
姥
た
ち

の
顔
は
よ
り
人
間
的
な
表
情

で
描
か
れ
て
い
る
。
概
し
て

い
え
ば
、
土
佐
派
が
描
く
伝
統
的
な
倭
絵
と
は
異
な
り
、
素
朴

で
簡
略
な
表
現

で
あ
る
。
し

一29一



か
し
、
弘
文
荘

の
即
売
展
案
内
書

の
通
り

「愛
す

べ
き
冊
子
」
で
あ
り
、
穏

や
か
な
情
趣
性

を
湛
え
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
簡
略
な
表
現
と

い
う
点
で
は
、
絵

6

(図
14
)

の
遠
山
に
添
え
ら
れ
た
樹
木

や
絵

12

(図

20
)

の
松
も
同
様

で
あ
る
。
前
者
は
薄

い
墨
線

で

表
し
た
幹

に
緑
青
を
軽
く
掃

い
た
だ
け
で
あ
り
、
後
者
は
異
様
に
屈
曲

し
た
幹
に
ほ
ぼ
同
形

の
葉
叢
を
並
べ
た
だ
け
で
あ
る
。

最
後
に
、
画
中
画
を
見
て
お
き
た

い
。
十
四
図

の
う
ち
七
図
に
画
中

画
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
そ

の
大
半

は
金
地
あ
る

い
は
銀
地
に
緑
青

で
竹
か
草
を
描

い
た
も

の
で
あ
る
。
絵

4

(図

12
)
と
絵

12

(図
20
)
に
は
金
地
に
竹

の
襖
が
あ
り
、
絵
14

(図

22
)

に
は
銀
地
に
竹

の
襖
が
あ
る
。
ま
た
絵

9

・
11

・
13

(図

17

・
19

・
21
)
で
は
、
常
盤

の
背
後
に
金
地
に
竹

の
屏
風
が
た
て
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
襖
は
金
銀
地
に
草
を
描

い
た
も

の
で
あ
る
。
金
地

に

草
を
描

い
た
襖
は
絵

12

(図
20
)
と
絵

14

(図
22
)
に
も
見
ら
れ
る
。

一
方
、
白
地
に
群
青

の
文
様
を
施
し
た
襖
も
あ
り
、
こ
れ
は
絵

10

(図

18
)
と
絵

12

(図
20
)
に
見
ら
れ
る
。
奈

良
絵
本

の
画
中
画
は
大
凡
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
こ
の
よ
う

に
金
銀
地

に
彩
色
を
施
し
た
も

の
、
白
地

に
群
青
の
文
様
を
散
ら
し
た
も

の
の
ほ
か
、
水
墨
画
を
描

い
た
も
の
が
散
見
す
る
。

こ
こ
で
は
、
そ

の
う
ち
の
二
種
類
が
混
在
し
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
て
、
富
美
文
庫
本

の
挿
図
に

つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
検
討
す

べ
き

こ
と
が
多

々
あ

る
が
、
本
稿

で
は
以
上
を
指
摘
す
る
に
留
め
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
諸
本

の
調
査
と
と
も

に
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

結

語

本
稿

で
は
、
富
美
文
庫
蔵

「
ふ
し
み
と
き
は
」

の
概
要
を
紹
介
し
、
そ

の
本
文
を
翻
刻
し

た
。
本
文
は
、
管
見

の
限
り
で
は
、
⑤
藤
園
堂
本
と
最
も
近

い
も

の
で
あ
る
が
、
相
互

の
異

同
状
況
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
は
、

こ
の
両
者
間
に

一
方
か
ら

一
方

へ
と

い
う
転
写
関
係
を

想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
⑤
藤
園
堂
本
は
諸
本

の
な
か

で
も
特
異
な
性
格
を

有
す
る
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
と
同
系
統

の
富
美
文
庫
本
の
存
在
は
、
今
後

の
舞

の
本

「
ふ
し

み
と
き
は
」
研
究
に
と

っ
て
も
有
益
な
も

の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
十
四
図
あ

る
挿
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
面
内
容
を
読
み
取
り
、
田
中
文
雅
氏
作

成
の
場
面

一
覧
表
と
対
応
さ
せ
た
。
現
段
階
で
は
、
図
様

の
点

で
最
も
親
近
性
が
あ
る
の
は

⑥
岩
瀬
文
庫
本

で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
諸
本
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
今
後

の
検
討
課

題
と
し
た
い
。
ま
た
、
絵
画
表
現

に
つ
い
て
も

い
く

つ
か
気
づ

い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
奈

良
絵
本
に

つ
い
て
は
調
査
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
多
く

の
作
品
を
見
聞
し

て
か
ら
改
め
て
論
じ

る
こ
と
に
し
た

い
。

注
(
1
)
塩
出
貴
美
子

・
中
部
義

隆

・
宮
崎
も
も

『江
戸
時
代

の
絵
入
本
及
び
絵
巻

の
調
査
研
究

-
新
出

コ
レ

ク
シ

ョ
ン
の
調
査

を
中
心
と
し
て

ー

(平
成
十
九

ー
二
十
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(C
)
成
果
報

告
書
)
』

二
〇
〇
九
年

三
月
刊
行
予
定
。

(
2
)
弘
文
荘
編

『弘
文
荘
待
質
古
書
目

"
♂
同
妻
一巳

o
芝
。。』

(0
∪
肉
○
ζ
版
)

八
木
書
店
、

一
九
八
八
年
。

(
3
)
先
述

の

『古
書

目
』

20
掲
載

の

「
五

一
六
大
職
冠
」
は
、
そ

の
記
載
内
容
か
ら
、
案
内
書

の
十
六
番

目

に
掲
載

さ
れ
て

い
る

「奈
良

絵
本
大
職
冠

寛
永
寛
文
頃
写
、
大
形
本

一
冊
」
と
同

一
作
品
で
あ

る
と
思
わ

れ
る
。
そ

の
値
段

は

『古
書
目
』

20
で
は
八
千
五
百
円

で
あ
る
が
、
案
内
書

で
は

一
万
二
千

円

に
値
上

が
り

し
て

い
る
。

(
4
)
松
坂
屋
上
野
店

に
、
昭
和
二
十
年

代

の
定
休
日

に

つ
い
て
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
第

二
次

世
界
大

戦
直
後

に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和

二
十

五
、
六
年
頃
以
降
は
月
曜
日
で
あ

っ
た
と

の
御
回
答

を

い
た
だ

い
た

。

(
5
)
注

1
掲
載
書

、
塩
出

論
文
参

照
。

(
6
)
塩
出
貴

美
子

「個
人
蔵

『二
十
四
孝
』

に

つ
い
て
」

『総
合
研
究
所
所
報
』
第

十
七
号
、

二
〇
〇
九

年
三
月
。

(
7
)
美
濃

部
重
克

・
田
中
文

雅
編

『室
町
期
物

語

二
』

(伝
承
文
学
資
料
集
第

12
輯
)
三
弥
井
書
店

、

一

九
八
五
年
、

二
〇
六

i
二

一
〇
頁
。

(
8
)
麻
原
美
子

・
北
原
保

雄
校
注

『舞

の
本

新
日
本
古
典
文
学
大
系

59
』
岩
波
書
店

、

一
九
九

四
年
。
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(
9
)
田
中
文
雅
翻
刻

・
解
題

「資
料

西
尾
市

立
図
書
館

(岩
瀬
文
庫
)
藏

『常
盤

の
草
紙
』
」

『伝
承
文

学
研
究
』
十
五
号
、

一
九
七

三
年
十

一
月

。

(
10
)
島
津
忠
夫
編

『大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢

刊

中
古
中
世
篇

第

二
巻

物
語
草
子

1
』
所
収
、

財

団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫
、

二
〇
〇
四
年

。

(
11
)
小
林
健

二

『中
世
劇
文
学

の
研
究

-
能

と
幸
若
舞

曲

⊥

三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇

一
年
、

五
五
七

-

五
五
八
頁
。

(
12
)
注

6
掲
載
書
、

二
六
〇

1
二
六

二
頁

。

(
13
)
注

6
掲
載
書
、

二

一
六

-
二

一
七
頁

。

(
14
)
注

6
掲
載
書
、

二
二
二
頁
、

二
二
五
頁

、
二
二
七
頁
。

(
15
)
注

6
掲
載
書
、

二
三
九
頁
、

二

一
八
頁

、
二
三
七
頁
、
二
四
四
頁
。
た
だ
し

「九

賎
が
庵

の
と
き

は

の
条
」

の
文
頭

の

「ら

い
」

は
、
富
美
文
庫

本
で
は

「
よ
ひ
」
に
な

っ
て
い
る

(
下
冊
第

一
段
異

同

番
号

1
参

照
)
。
文
脈
か
ら

は

「
よ
ひ
」
が
正
し

い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
こ
れ
は
⑤

藤
園
堂
本

が

「
ら

(良
)
」
と

「
よ

(与
)
」
を
写

し
誤

っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

(
16
)

こ
の
二
例
は

田
中
氏

が
挙
げ
た

十

二
例

の
う
ち

の

「
七

木

幡
山

の
お
う

ち
と
う

ば

の
条
」
及

び

コ

一

と
き
は

の
身

の
上
話

の
条
」

の

一
部

に
あ
た
る
。
諸
本
で
微
妙

に
相
違
す

る
箇
所
も
あ
る
が
、

大
凡
は
富
美
文
庫
本

の
内
容
と
同

じ
で
あ

る
。
注

6
掲
載
書
、
二
三
五
頁
、

二
四
七
頁
参
照
。

(
17
)
①

②
④
⑥
⑦
⑩

の
諸
本

は
富
美
文
庫
本

と
同
じ
く

「
き
お
ん
し
や
う
し
や

に
む

め
の
み
や

(祇

園
精

舎

に
梅

の
宮

)
」
と
記
す

が
、
⑨

大
東
急
本

は

「き

を
ん
に
む

め
の
み
や
」
と
記

す
。
⑧

天
理
本

は
未

見

で
あ
る
。

(
18
)
た
だ
し
、
③
サ

ン
ト

リ
ー
本
及

び
⑩
逸
翁

本
に
は

「
つ
れ

て
ゆ
か
せ
た
ま

へ
」
が
加

わ
る
。
⑧

天
理

本
は
未
見

で
あ
る
。

(
19
)
上
六

6
に
つ
い
て
は
注

6
掲
載
書

、
二
三

一
頁
参

照
。
上
七

3
に

つ
い
て
は
、
①
②
④
⑥
⑦
⑨
⑩

の

諸
本

は
⑤

藤

園
堂
本
と

同
じ
く

「と

、
さ
も

こ
う

し

や
う

に

の
た

ま

へ
は
」

と
記
す

が
、
③

サ

ン
ト

リ
ー
本
は

「
さ
も
か
う
し

や
う

に
、
か
り
た
ま

へ
は
」
と
記
す
。
⑧
天
理
本
は
未
見

で
あ

る
。
下
五
42

に

つ
い
て
は
、
⑥

岩
瀬
文
庫

本
は
⑤
藤

園
堂
本

と
ほ
ぼ
同
文

で
あ

る
が

、

①
②
③
④
⑦
⑨
⑩

の
諸
本
で

は
五
国

の
順
序
が
異
な

る
。
し

か
し
、

い
ず

れ
に
お

い
て
も
五
国
は
揃

っ
て
い
る
の
で
、
播
磨

と
出
雲

を
書
き
落
と
し

て
い
る
の
は
富
美
文
庫
本

だ
け
で
あ
る
。
⑧

天
理
本
は
未
見

で
あ

る
。

(20
)
毛
利
家
本
及
び
③
サ

ン
ト

リ
ー
本

は

「
か
た
を
な
ら
ふ
る
」

で
あ
り
、
①
～
⑩

の
う

ち
③
⑤

を
除
く

諸
本

は

「う

へ
こ
す
人
も
」
で
あ
る
。
注

6
掲
載
書
、

二
二
〇
頁
参
照
。

(
21
)
注

6
掲
載
書

、
二
七
〇

1
二
七

一
頁
。

(
22
)

一
項

目
中
に
複
数

の
場
面
が
あ
る
も

の
に

つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
枝
番
号
を
付
し
た
。

(
23
)

田
中
文
雅
氏
作
成

の

一
覧
表

に
よ
れ
ば
、
③
サ

ン
ト

リ
ー
本

は
6

1
2
を
、
⑧
天
理
本
は

6
1
1
を

描

い
て

い
る
。
ま
た
、
⑤

藤
園
堂
本
及
び
⑥
岩
瀬
文
庫
本
は
、

6

1
1
及
び

6
1
2
を
別

々
の
画
面
に

描

い
て

い
る
。
注
6
掲

載
書

、
二
七
〇
頁
。

(
24
)
注

6
掲
載
書

、
二
八
七
頁
。

(
25
)
注

6
掲
載
書

、
二
九
四
頁
。

(
26
)
注

6
掲
載
書

、
二
八
五
頁
。

(
27
)
注

6
掲
載
書

、
二
九
四
頁
。

[付
記
]

本
稿
は
平
成
十
九

-
二
十
年
度

日
本

学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(
C
)

「江
戸
時
代

の
絵
入
本
及

び
絵
巻

の
調
査

研
究

-
新
出

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
を
中
心
に

ー
」

に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部
で
あ

る
。
本
稿

を
な
す
に
あ
た
り

、
富
美
文
庫
本
所
蔵
者
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
松
坂
屋
上
野
店

の
御

高
配
を
賜

っ
た
。
掲
載
し
た
写
真

は
、
平
成
十
九
年
度

に
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

に
依
頼
し

て
撮
影
し
た
も

の

で
あ
る
。
ま
た
本
文

の
翻
刻

に
あ

た

っ
て
は
、
高
矢
真
澄
さ
ん

(平
成
十
九
年
度
本
学
文
化
財
学
科
四
回
生
)

の
協
力
を
得
た
。
記
し

て
深
謝
す

る
。
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富
美
文
庫
藏

「ふ
し
み
と
き
は
」
翻
刻

【
凡
例

】

・
改
行

、
濁
点

、

振
り
仮

名

は
原
文

の
ま
ま
と
し

、

句

読

点

及
び
科

白

の
鉤

括
弧

は
適

宜
補

っ
た
。

・
丸
括

弧
を

付

し
た

文
字

は
、

そ

れ
が

ミ

セ
ケ

チ

に
な

っ
て

い
る

こ
と
を

示
す

。

・
行
末

の

(
ー
オ
)

は

一
丁
表

の
略

で
あ
り

、
そ

の
行

か

ら
そ

の
頁

が
始

ま

る

こ
と
を

示
す

。
以

下

同
。

・
藤

園
堂
蔵

「
伏
見

と
き

は
」

と
校

合

し
た

。
異

同

の
あ

る
箇

所

に
傍
線
を

引

い
て
番

号
を

付
し

、

各

段

ご

と

に
末

尾

に

異

同

内

容

を

示

し

た
。

「
ナ

シ
」

は

傍
線

部

の
字
句

が

な

い
こ
と

を
示

し

、

「
※
」

は

そ

こ

に
字

句

が

挿

入

さ

れ

る

こ

と

を
示

す
。

た
だ

し

、
漢
字

と

仮
名

の
異

同

は

無
視

し

た
。

な

お
藤

園
堂
本

の
本
文

は
、

注

6

掲
載

書

の
翻

刻
を

用

い
た

。

・
富
美

文
庫
本

の
挿

図
は

[絵

1

(～

14
)
]
と
表

記

し
た

。
藤

園
堂
本

の
挿

図
は

{絵
①

(
～

16
)
}

と

表
記

し
、

そ

の
挿

入
箇
所

に
書
き

入

れ
た
。

「
ふ
し

み
と
き

は

上
」

【第

一
段

】

そ
も

く

、

か

の
と

き

は

の
せ

ん

(
ー
オ
)

そ
を

た

つ
ぬ

る
に
、

ち

・
は

む
め

つ
の
け

ん
さ

へ
も

ん
、

は

・
は

か

つ
ら

の
さ

い
し

や
う
と

て
、

ゐ
ん

に

つ
か

へ
た

て
ま

つ
る
。

一
と

せ
、

天
下

に
女

く

ら

へ
の

あ

り

し
時

、
七

た
う

へ
ち

よ
く

し

を

た

て
、

み

め
よ
き

女

は
う

千

人

そ

ろ

へ
、

千
人

か
中

よ

り

も

百
人

す
く

り
、

百

人
か

な

か

よ
り

も
十

人
す

く
り

、

十

人

か

中
よ

り
も

三
人

え

ら

ひ

い
た
さ

る

・
。

一
人

は
あ

や
め

の
ま

い
、

一
人

は
ま

こ
も

の
ま

い
、

い
ま

一
人

は
と

つ
こ

の
ま

い
と
そ

申

け

る
。

か

の
あ

や
め

、
ま

こ
も

と

申

は
、

み

め
う

つ
く

し
く

、
け

し

や
う

※
、

つ
ね

に

い
し

や
う

を

め
し

か

ゆ
る
。

と

つ
こ
の
ま

い
と

申

は

、
た

・
い
つ
も

の
ま

・
に

て
、

さ
ら

に
け

し

や
う
も

な

け
れ

と

も

、

い
う

さ

へ
ま

さ

る
人

な
り

と

て
、
と

つ
こ

の
ま

い
を

ひ
き

　
　

か

へ
て
、

と
き

は

の
ま

い
と

そ

め
さ

れ
け

る
。

そ

の
こ
ろ
、

よ
し

と
も

は
、

て
ん
か

の
し

ゆ

こ
に

て

(
ー

ウ

)

う

へ
み

ぬ
わ

し
と

お
は

し
ま

す

。

(
2
オ
)

あ

る
時
、

よ

し
と

も
、

さ

ん
た

い

あ
り

。

「
あ
は

れ
、

と
き

は

を
た

ま

は

ら

て
」
と

、
折

く

そ

せ
う

申

さ
れ

た
り

。

み
か

と

こ
も
ち

ひ

ま
し

ま

さ
す

。
ま

た
あ

る
と

き

、

さ

ん
た

い
あ
り

し

、
し

ん

て
ん

の
し

・
く

ち

に

て
、

へ
ん
け

の

物
を

き
り

と

む
る

。

み
か
と

、

ゑ

い
ら

ん
ま

し

く

て

「
く
は

ん
も

つ
か

さ
も

何

な
ら
す

。

さ
ら

は

と
き

は
を

と

ら
せ

よ
」

と

て
、

か
た

し
け

な
く

も

、
み

か
と

、
と

き

は

の

ま

い
の
御

た
も

と

に
御

て
を

(
2

ウ
)

か
け

さ
せ
給

ひ

、

た
ん

つ
の

い
し
、

あ
ま

お

ち

の

き

は
に

て

た

ま

は
り
16
ー
ナ

り
。

1
は
れ

2
ナ

シ

3
ゑ
ら

み

4
ひ

5
ひ

6
し

て

7
ひ

8
は

9
ひ

10
ひ

11
と

ま

し

ま

す

12

に

13

も

14
も

15

わ

16

る

[絵

1
]

{絵
①

}

(
3
オ
)

【第

二
段

】

そ

の

※
と

き

は

・
十

七
さ

い
、

よ
し

と
も

は

三
十

]
、

か
り
そ

め

ふ
り

に

な

れ
そ

め
て
、

い
ま

三
人

の
こ

を
ま

う
け

、
か

・
る
う

き

め
を

見

る
そ
か

し
。

あ
ら

い
た

は
し

や
、

と
き

は
御

せ

ん
、

い
ま
わ

か
、

を

と
わ

が
さ

き

に
た

て
、

二
さ

い

の
う

し
わ

か
を

は
御

ふ
と

こ

ろ
に

を

し
入
、

と
う

の
う

ら
な

し
さ

し

は

い
て
、

五

て
う

あ

た
り

の
く

ろ

つ
ち
を

、
は

し
め

て

ふ
む
そ

あ

は
れ
な

る
。

1

こ

ろ

2
ナ

シ

3
り

[絵

2
]

{絵
②

(
4
オ
)

(
3

ウ

)

【第

三
段

】

比

は

い

つ
そ

の
こ

ろ
か
と

よ
、

ゑ

い

(
4
ウ
)

り

や
く
元
年

正

月
十

七
日

の

一32一



事

な

る

に
、

き
よ

み

つ
ま

い
り
と

申

て
、

し
よ

に

ん
か
す

を

し
ら

さ
り

し

。
上

下

の
た
う

し

や

に

う
ち

ま

き
れ

、
き

よ

み

つ
に

参
り

つ

・
、

{絵
③

ま

へ
の
こ
う

し

に

つ
や
申

、
十

の
れ
ん

け
を

も

み

あ
は
せ
、
「そ
も
く

御
山
は
た
む

ら

ま

る

の
御

こ

ん
り
う

、

た

い

と
う

二
ね

ん
に

た

て
は
し

め
、

山

よ
り

た
き

か

お
ち

け
れ

は
、

み

な

か
み
き

よ
き

み

て
ら

と

て
、

さ

て
こ
そ
、

{絵
④

か
く
に
も
せ

い
す

い

し

と

は
う

た
れ

た
り

。

み

つ

か

ら

か
十

七
よ

り

い
ま

・
て
ま

い
る
り

し

や
う

に
は

、
と

く
と

も

ち

ゑ
と

も
申

ま

し
、

三
人

の

わ

か

た
ち

の
ゆ
く
末

ま
も

り

て
た

ひ
給

へ
。

な
む

大

ひ
く

　
　

り
　

は
ん

せ
を

ん
。
」
と

わ

に
く

ち
、

ち

や
う

と

う

ち
な

ら
し

、
な

み

た

に
む

せ
ひ
給

へ
は
、

ま

こ
と

に
御

本

そ
ん

も
御

な

ふ
し
う

や
ま
し

ま

し

け

ん
。

み
す
も

き

ち

や
う

も

さ

・
め

い
て
、

ほ
う

し

や
も

ゆ

る
く

は
か

り

(
5
ウ
)

な

り
。

(
5

オ

)

1
き

2

か

3

こ

の

て

ら

4

り

5

ヘ

ナ

シ

7

へ

8

ほ

9

わ

10

お

[絵

3

]

(
6

オ

)

【第

四
段
】

さ

て
そ

の

・
ち

※
、
と

き

は
御

せ

ん

(
6

ウ
)

と

・
ろ
き

の
御

は
う

へ
う

つ
ら

せ

給

ふ
。

ひ
し

り
な

み
た

を

な

か

し
給

ひ
、

「
あ

ら

い
た
は

し

の

御

あ
り

さ

ま

や
。
よ

し
と

も
、

此

よ

に
御

さ

の
御

時

は
、

こ

し

よ
、
く

る

ま
よ

、

の
り
物

と

、
け

に

ゆ

・
し
く

さ

ふ
ら

ひ
け

る
か

、

か
ち

は
た

し
な

る
御

あ
り

さ
ま

、
見

る

に
心
も

こ

・
う
な

ら
す

。
し

は

ら
く
と

も
申

た

く

候

へ
と
も

、

六
は

ら
ち

か
き

所
な

れ

は
、

い
つ
か
た

へ
も

一
ま

つ
御

し

の
ひ
あ

れ

。
」
と

申
。

と
き

は

、
き

(
7
オ
)

こ

し
め

さ
れ

て
、

「
さ

ん
候

。

み

つ
か

ら

も

や
ま
と

のか

た
を心

か
け

お

ち
う

す

る

に
て

さ

ふ
ら

ふ
そ

や

。

い
と

ま
申

て

6

さ

ら

は

。
」

と

て

。

1
に

2
さ

こ
そ

3
ナ

シ

[絵

4

]

(
7

ウ

)

【第

五
段

】

と

・
ろ
き

の
御

は
う

を

い
て
さ

(
8
オ
)

せ

給

ひ
、
ま

よ

は
せ

た
ま

ひ
け

る
ほ
ど

に
、

か

た
き

の
や
か
た

の

に
し

み
か
ど

に

ま
よ

ひ
そ

ゆ

か
せ
給

ひ

け
る

。
と

き

は
、

こ

の

よ
し
御

ら

ん
し

て
、

「
こ

・
は
、

か
た

き

の
や
か

た
ち

か
き

所

、

こ
な
た

へ
こ
よ

や
、
わ

か

た
ち

。
」
と

三

人

の
わ

か

の
て
を

ひ
き

、

と
を

る

所

は

と

こ
く

そ

、
三

十
三

け

ん
、

い
ま

く
ま

の
、

一
二

の
は

し

{絵

⑤

}
ほ

う
し

や
う

し
。

ー
ナ

シ

[絵

5

]

(
8

ウ

)

【第

六

段
】

あ

く
れ

は
正

月

、
け

ふ

は
は

や

十

八

日

の
事

な

る

に
、
う

ち

は

春

さ

め
ふ
り

け

れ
と

、

こ
は

た

(
9

オ

)

の
山
は

ゆ
き

そ

ふ
る
。

い
つ

き

み
か

た
ま

さ
か

に
、

ふ
る

し

ら

ゆ
き
を
御

て
に

て
う

ち

は
ら

ひ
く

、

あ
し

に
ま

か
せ

て
、
と

き

は
こ

せ
、
ま

よ
は

せ
給

ひ

け

る
と

か
や
。

あ
ら

い
た

は
し

や
、
わ

か
き

み

た
ち
、
御

こ
ゑ
あ

け

さ

せ
給

ひ
、

「
何
と

て
お

み

た

い
に
か

い
し

や
く

に
ん

は
ま

い
ら

ぬ
そ

。
さ

て
、
ま

た
我

く

に
も

お
ち

や
め

の
と

は
そ

は
さ

(
9
ウ
)

る
ら

ん
。

さ

ふ
や
な

ふ
、

お
み
た

い
。

※
」

と

お

と

ろ
か
も

と

に
た
お

れ

ふ
し

、
り

う

て

い
こ
か
れ
給

ひ

け
り

。
と

き

は
、
此

よ
し
御

ら

ん
し

て
、

「
ふ
か
く

な
り

。
わ

か
と
も

よ

、

な

ん
ち

ら
は

ま
さ

し
く
け

ん

し

の
大

し

や
う

た

る

へ
き
身

か

、

か
く

ふ
か
く

に
見

ゆ
る

。
明

日
に

な

る
な

ら

は
、
六

は
ら

か
た

へ
い

け

と
ら

れ
、

い
ま

わ
か

は
を

と
な

し

し

と

て
、

六
は

ら
か
は

ら

に
て

き

ら

る

へ
し
。

つ
き
、

を
と

わ

か

を

さ

し

こ
ろ
し

、
う

し
わ

か

い
ま

た

(
10
オ
)

に
や
く

な

れ
は

、
は

・
も

ろ

と

も

に

い
け
と

ら
れ

、
か
も

川

か

つ
ら

か
は

へ
し

つ
め
ら

れ

ん

す

る
そ

の
時

は
、
さ

む

い
と
も

、

一33一



り

　
　

ロ

や
は

か

い
ふ
。

つ
め
た

い
と

も
、

よ

も

い
は
し

。
た

・
い
と

お
し

き

も

の
と

て
は
、

う

し
わ

か

に
て

候

そ

や
。

き
た

く

は
こ

よ

や
」

と

の
た

ま

※
ひ

て
、
そ

こ
を

見
す

て

・
お
ち
給

ふ
。
わ

か

た
ち

は

御

ら

ん
し

て
、

「
な

ふ
、

な
さ

け
な

や
、

お
み

た

い
、
さ

む

い
と
も

セ
　

申

ま

ひ
。
」

と

い
ひ

、
た
も

と

に
す

(
10

ウ
)

ほ　

か

り

つ
き

、

こ
は
た

の
や
ま

に

む

か

・
ら

る

・
。

(
や

ま

に

)

い
た

は

し

と
も

{絵
⑥

中
く

に
申
は
か
り
は

め

な

か
り

け
り

。

そ
う

し

て
山

の
な
ら

ひ

に

て
、
た

に

ふ
か
け

れ

は

み
ね
た

か

し
、

や
う

く

み

ね

に
お
あ

か
り

あ
り

。

「
山

人

は
な

き

か
」
と

と

ひ
給

へ
は

、

た

に

・
山
人

こ
た

へ
け
り

。
又

た

に

・
お
く

た
り

あ
り

。

「
山
人

は

な
き

か
」

と

と

ひ
給

へ
は
、

み

ね

に

ご
た
ま

そ

ひ

・
き

け

る
。

た

に
よ

み
ね

よ
と

し
た

(
1ー
オ
)

め　

ま

へ
は

、

こ
は
た

の
山

に

日
は

ア

　

く

る

・
※
、

あ
は

れ
也

け

る
事

ど

も

な
り

。
あ

ら

い
た

は
し

や
、

と
き

は

こ
せ
、

と
あ

る

ま

つ

の
か

け

む

に
た

ち

よ
ら

せ
給

ひ

※

し
ら

ゆ
き
を

い
と

し2。は

に1れ
0

 

1
は

2
わ

3
は
ね

は

4
わ

5
我

6

つ

め
た

や
、

お

み
た

い

7
ナ
シ

8
お

9
ナ

シ

ー0
わ

11
ま

12
し
、

つ
た

ち

は
め

た

い
共
申

ま

し

13
わ

14
ナ

シ

ー5
そ

口

口
し

16
わ

17

そ

18
ナ

シ

ー9
け

る

20
か

[絵

6

]

(
1ー

ウ

)

【
第
七

段
】

む

か

ひ

の
た

に
を

見
給

へ
は
、

(
12
オ
)

と
も
し
火
ほ
の
く

と
見
ゆ

る
。

「人

す

む
所

な
れ

は

こ
そ

ひ
は

み
え

て
あ

る
ら

ん
」

と
、

は

る

く

く

た

つ
て
見

給

へ
は

、
し

つ

か

ふ
せ

や
そ

あ
り

け

る
。

と

ほ

そ
を

ほ

と
く

た

・
き

、

「
我

は

み

や

こ
の
も

の
な

る

か
、

此

ゆ

き

み
ち

に

ふ
み
ま

よ

ひ
、

こ

れ
ま

て
き

た

つ
て
候

。

一

夜

の
や
と

を

か
し
給

※

へ
」

※
は
、
内

よ
り

も
あ

る

し

の
う

は

か

た
ち

い
て

※
、

と
を

ほ

そ

め
に

あ
け

、
と

き

は

の

(
12
ウ
)

御

す

か
た

を

つ
く
く

と

ま

ほ

り

、

1

い

2
ひ

候

3
と

、

さ
も

か
う

し

や
う

に

の

た
ま

へ
は

4

・

5
ナ

シ

[絵

7
]

(
13

オ

)

【第

八
段

】

何

と

せ
ひ

を
は

い
は
す

し

て
、

(
13
ウ
)

い
そ
き

た

ち
か

へ
り

、

お
う

ち

に
む

か
ひ

て
か

た
り

け

る
は
、

「
な

ふ
、

い
か

に
。

お
う

ち
、

か
ど

の

ほ
と
り

に
女

の
こ

ゑ
と
し

て
、

『
や
と

か

せ
』
と

申

ほ
と

に
、

立

い
て

・
見
候

へ
は
、
あ

た
り

※
も

か

・

や
く

ほ

と

の
上

ら
う

の
お

さ

あ

ひ
人

を
あ

ま
た

つ
れ
、

{絵

⑦

}

『
や
と

か

せ
』

と
申

か
、

つ
ね

の
人

に

て
は

な

け
な

ぞ
。

此
山

に
す

む
な

る

こ
ら
う

や
か

ん

の
物

か
き

て

、

お
う

ち

や
う

は
を

し
き

も

つ

に

せ
ん
と

て
き
た

り

つ
る
か

。

そ
れ

(
14
オ
)

さ
な

き
物

な

ら
は

、

ゆ
き
お

ひ

た

・
し
く

ふ
り

つ
み
た

れ
は

、

も

し

ゆ
き

を

ん
な
と

申
物

か

、

お

そ

ろ
し
や
」

と

か
た

る
。

お
う

ち

、

こ
れ

を
き

・
、
「
あ

ら
く

す

い

し

た
り
。

し

ゆ
し

や
う
と

し

や

う
く

は
う

と
く

ら

ゐ
あ
ら

そ

ひ

給

ひ
し
御

時
、

六

て
う

の
は
う

く

は
ん
た

め
よ

し
、

し

や
う

く

は
う

か
た

の
御

み
か

た
を

つ
か

ま

つ

り
、

す

て
に
か

せ
ん

に
う
ち

ま

　　

け
、

て
ん

た

い
さ
ん
く

は
ち

り

ん

の
御

は
う

に
、

ふ
か
く

し

の
ひ

て

(
14
ウ
)

ま

し
ま

す
を

、
か

ん

せ
ん

の
御

こ
よ

し
と
も

、
う

つ
て
を
た

ま

は
り

て
、
天

た

い
さ

ん
よ
り

さ

か
し

い
た
し

、
七
条

し

ゆ
し

や
か

こ
ん
け

ん
た
う

お

か
と

・
申
所

に
て
、

た
ち
ま

ち
御

く

ひ
を

む

ユ

う

ち
申

。
そ

の
ゐ

ん
く

は
む
く

ひ

て
、

た

い
け

ん
も

ん

の
夜

い
く
さ

に
か
け

ま
け

ぬ

る
は
、

た
う

り
也

。
さ

る

に
よ

つ
て
六

は

ら
よ
り

、
よ

し
と

も
か

た

の

　

ヨ

お
ち

う
と

を
は

、

『
い
は
を

も

は
り
、

た

い
な

い

{絵

⑧

}

ま

て
も

さ

か

せ
』

と

い
ふ

(
15
オ
)

事

な

れ
は

、
も

し
も

よ
し
と

も

か
た

の
お
ち

う
と

に

て
や
あ

る

ら

ん
に
、

か
り
そ

め

に
や
と

を

ま

い
ら
せ

て
、
お
う

ち

は
何

と

な

る

へ
き
そ

や
。

あ
そ

こ

の
女

は
う

に
や
と

か
さ
す

は

、

こ
ん

一34一



や

一
夜

の
う

ら

み
た

る

へ
し
。

う

め
　

ら

み

は
す

ゑ
も

と
を

る
ま

し
。

こ
な

た

へ
こ
よ

や
、
う

は

こ
せ
。
」

と

し

は

の
あ
み

と
を

は
た

と

た

て
、

こ
は

た

の
さ
と

の

く

せ

か
と

よ
、

み
な

く
ち

な

し

と

て
を
と

も
せ

す
。

あ

ら

い
た
は

(
15
ウ
)

し
や

、
と

き
は

こ
せ

、

さ
き

へ
と

ゆ
け

は
、

み
ち

見
え

す

、
あ

と

へ

も

と

れ

は
山
ち

な
り

。
あ

た

り

に

　
　
い
ゑ
と
も

あ
ら

は

こ
そ

、
か

な
た

こ

な
た

と

か
り
も

せ

め
、

せ
う

か

や

か
け

に
た

ち

よ
ら

せ
給

ひ
、

あ

た
り

な

る
ゆ
き

を
う

ち

は
ら

い
、

御

こ
そ

て
を

ぬ
き

て
さ

つ
と

し
き

、
わ

か

た
ち
を

す

へ
な

ら

へ
、

人

の
お

や

の
こ
を

お
も

ふ

み
ち

ほ
と

に
あ

は

れ
な

る
事

　

　

よ
も

あ

ら
し
。

つ
ほ
め

か

さ
を

そ
は

た

て

・
、
風

ふ
く

か
た

の

{絵
⑨

(
16
オ
)

か
き

と

し

て
、
か

ん

ふ
う
を

ふ

せ
き

給

ひ
け
り

。
あ

ら

い
た

は

し

や
、

と
き

は

こ
せ

、
し

よ

ほ
う
う

ゐ

て

ん

へ
ん

の
こ
と

は
り

を

お

　
　

ほ

し
め

し

つ
ら
ね

て

は
、

「
い
か
に

わ

か
と
も

物

を
き

け
。

そ

れ

お　

ほ

つ
け

一
で
う

の
く
り

き

は

た

つ
と

し
と

あ
り

か

た
し

。

一

の
ま
き

の
は
う

へ
ん
ほ

ん
に

『
十
は

う

ぶ

つ
ど
ち
う

、

ゆ

い
う

が　
一
て
う

ほ
う

、

む

二
や
く

む

三
、

し

よ

ふ

つ
は
う

へ
ん
せ

つ
』
。

こ

の
も

ん

の
心
は

、
十

は
う

ふ

つ

(
16

ウ
)

お
　

と

の
う

ち

に
、

た

・

一
て
う

の
み

め
　

あ

り

て
、

二
と

も
な

く
、

三

つ
と
も

な

し
。

さ

れ
は

、

め
う
と

か
け

る
心

め　

は
、

へ
ん
に

は
を

ん
な
、

つ
く

り

に

　

　
リ

ワの　

ワリ　

は

お

さ

な

ひ

と

か

け

る

。

此

こ

　

と

は
り

を

あ

ん
す

る
に
、

※
わ
か
共

と

み

つ
か

ら

は
、

ほ

つ
け

の
こ

に

あ

ら
す

や
。

さ
あ

ら
ん
と

き

に

　

ワ
の

を

ひ

て
は
、

十
は
う

の
神

ほ
と

お

け
も

な
と

か

※
あ

は
れ

み
な

か

る

あ
　
へ
し

。
あ

さ
ま

し

の
う

き
世

や
。

あ

な
む

あ

み
た

ふ

つ
※
」

と
十

へ
ん

と
な

へ
給

ひ

つ

・
、

(
17
オ
)

又

わ
か

た
ち

に

う

ち

か

・
り
、

り

う

て

い

こ
か

れ

給

ひけ
り

。

1

わ

2

て

3

ほ

と

り

4

ふ

5

ナ

シ

わ

7

ナ

シ

8

わ

9

つ

10

い

11
わ

わ

13

わ

14

ひ

15

ナ

シ

ー6

へ

17

わ

1812 6

へ

19

い
ち

20

お

21

い

22

ナ

シ

23

せ

24

せ

25

せ

26

ナ

シ

27

お

28

い

29

り

30

た

・

31

お

32

ナ

シ

33

は

34

き

35

み

た

ふ

つ

[絵

8

]

(
17

ウ

)

【第
九

段

】

さ
る
程

に
、
お
う

ち

、
ね

ん

ふ

つ

(
18
オ
)

の

こ
ゑ

に
お
と

ろ
き

、

「
や
、

い

か

に
。
う

は
よ

、
か

と

の
ほ
と

り

に
ね

ん

ふ

つ
の
こ

ゑ

の
き

こ

ゆ

る
。
よ

ひ

に
や
と

か
り

給

ひ
た

る
上
ら

う

に

て
は
ま

し
ま

さ

ぬ
か
。

た
と

へ
は

こ
ら

う

や
か

ん

の
物

な
り

と
も

、

は

か
な

き
を

ん
な

と

へ
ん
す

る

う

へ
、

な
に

ほ
と

の
事

の
あ

る

へ
き

そ

。
た

か
き

も

い
や

し
き
も

お

ん
な

は

一
つ
心

に

て
は
な

き

か

、
お

そ

ろ
し

や
。
」
う

は

と

か
た

る
。

う

は
此

よ
し

を
き

く

よ
り
も

、

(
18
ウ
)

「
た

に

の
こ
ほ
く

は

た
か

し
と

い

へ
と

も
、

み
ね

の
こ
ま

つ
に

か

け
さ

・
す

。

三
せ
う

の
女

は

ち

ゑ

か
し

こ
し
と

申

せ
と

も
、

一
人

の
お

つ
と

の
め

い
を

そ
む

か

す
。

よ

ひ

に
か
た

く
せ

ん
け

ん

し
給

ひ

し
、

そ

の
こ
と

の
は

の

お

そ

ろ
し
さ

に
、

さ

て
こ
そ

こ

な

た

へ
と
は
申

さ
ね
。

お
う
ち

心

え

ゆ
き

て
ま

し
ま

さ

は
、
う

は

も

い
や
に

て
は
あ

る
ま

し

や
。

い

さ

く

し

や
う

し
申
さ

ん
。
」

と

て
、

ふ
う

ふ
た
ち

い
て
、

か
と
を

ひ
ら

き

(19
オ
)

　

　
　

見

て
あ

れ

は
、

「
よ

ひ

の
上

ら
う

に
て

※
ま

し
ま

さ
ぬ

か
。
御
身

一
人

に
も

か
き

ら
す

、
お

さ
な
き

人

を
あ

ま

た

つ
れ
、

い
つ
く

よ
り

セ
　

い
つ
か
た

へ
の
お
と
を

り

そ
」
と

申

せ

は
、

と
き

は
き

こ
し

め
し

て
、

う

ち
う

ら

み
た

る

こ
は
ね

に

て
、

「
さ

れ
は

こ
そ
と

よ
、

山
人

よ
。

風

に
は
も

ろ
き

つ
ゆ

の
身

の
、

き

え

さ

る
人

の

い
の
ち
と

て
、

ま
た

こ

れ
に

さ

ふ
ら
ふ
な

り
」

お
う

ち

や
う

は
か
う

け

た
ま

は

り
、

「
あ

ら

い
た

は
し

や
。

こ
な
た

へ

(
19

ウ
)

御

い
り
候

へ
」

と

て
、

い
ま

わ
か
殿

を

は

お
う

ち
か

い
た

き
、

を
と

わ
か

め

と

の
を

は
う

は

か

い
た

き

※
て
、

め
　
い
ゑ

へ
し

や
う

し
た

て
ま

つ
り
、

あ

た

・
め
申

に

つ
け

て

{絵
⑲

す

そ

の

つ
ら

・
も

一35一



と

け

に
ナ

り

。

1
ふ

2
ナ

シ

3
お

4
ナ

シ

5

へ

6
せ

ひ

(
ふ
)

ん

7
を

8

へ

9
ナ

シ

ー0

ふ

11

は

12

お

13

さ

れ

17

る

14

お

15
き

16

へ

「
ふ

し
み
と

き

は

下
」

【第

一
段
】

さ

る

ほ
と

に
、

お
う

ち
、

と
き

は

の

(
ー
オ
)

御

す
か

た
を

つ
く

く

と

ま

ほ
り
、

「
よ

ひ

の
う

は

か
、

こ
ら
う

や
か

ん

と

の
給

ひ
し

か

、
ま

た
お
う

ち

か
す

い
に
、

よ
し

と
も

か
た

の

お

ち
う

と

に

て
や
有

ら

ん
。

あ
ま

り

ふ
し

ん

に
そ

ん
す

れ
は

、

一
し

ゆ

の
う

た
を

か

け
、
御

心

の

う
ち

を

し
り

給

ひ
候

へ
。
」

う

は
、

此

よ
し
を

き

く

よ
り
も

、

「
そ

れ
、

わ

か
さ

か
り

、

み
や

こ

に
あ

り

し

と
き

こ
そ
、

月
見

花
見

な

ん

と

・
申

、
連

か
を

も
た

し
な

み

候

へ
。

こ

の
廿

六
年

か
あ

ひ
た

は

(
ー

ウ
)

ふ

し
み

の
里

に
す

て
ら

れ

て
、

寄
を

も
連

か
を

も

し
ら

ぬ
也

。

お
う

ち
、

む

か
し

を
わ

す

れ
給

は
す

は
、

一
し

ゆ

の
寄

を
か

け
、

御
心

の

う

ち

を
し

り
給

へ
」

※
お
う

ち
、

な

の
め

な
ら

す

よ
ろ

こ
ひ

て
、

あ
ひ
の
し
や
う
し
を
ほ
と
く

と

を
と

つ
れ

、

一
し

ゆ

の
う

た

を

そ
ゑ

い
し

け

る
。

こ
は
た

山
お

ろ
す

あ
ら

し

の

は

け
し
く

て
や
と

り

か
ね

た
る
夜

は

の
月

か
な

1
ら

い

2
ナ

シ

3
は

4
お

5
わ

[絵

9
]

{絵

⑪

(
2
オ
)

【第

二
段
】

と

き
は

、
き

こ
し

め
さ

れ

て

「
あ
ら

(
2
ウ
)

や
さ
し

や
、

こ
は

い
か

に
。

す

か
た

こ
そ

山

の
か

せ
き

に

に
た
り

と
も

、

心

は
花

の

み
や

こ
な
り

。

こ
し

を

れ
な

か
ら

か

へ
り
う

た
を

せ

は
や
」

と

お
ほ

し
め

し
、

と
う

の

ま
く

ら

ほ
と

く

と
を

と

つ
れ
、

こ
は

た
山
す

そ

野

の

あ

ら

し
は

け
し

く

て

ふ
し

み
と

い

へ
と

ね

ら
れ

さ
り
け

り

か

や
う

に
ゑ

い
し
給

ひ

け
れ

は
、

(
3
オ
)

お
う

ち

や
う

は
か
う

け

た
ま

は
り

、

「
さ

て
は
う

た

か

ふ
所

も
な

し
。

よ

し

と

も

か
た

の
お

ち
う

と

な
り

。

で

い
は
人

め
し

け

・
れ

は
、

こ
な

た

へ
し

や
う

し
申

せ
」

と

て
、
ぢ

ふ

つ

た

う
を

こ
し
ら

へ
、

と
き

は
を

し

や

う

し
た

て
ま

つ
り
、

寄
を

よ

み
、

し

を

つ
く
り

、

「
け

ふ
、

ま
た

ゆ
き

ふ
か
し

。
け

ふ

は
さ

む
う

候
。

そ

ら

は

れ
は

、
上

ら
う

の
お

ほ
し

め
さ

ん

所

ま

て
、
お

う
ち

や
う

は

か
御

と
も

せ

ん
」

と

「
け

ふ
も

く

」

と
と

・

む

れ
は

、
あ

る

し

の
な
さ

け

に

(
3
ウ
)

ほ

た
さ

れ

※
、

ふ
し

み

の
さ
と

に
、

と
き

は
御

せ

ん
、

あ

ら
た
ま

の

月
を

こ
しき

さ
ら

き

に

な

る
ま

て

お

は
しま

す
。

1

る

2

お

3

お

4
わ

5

は

6

て

[絵

10
]

{絵
⑫

(
4
オ
)

【第

三
段

】

此

あ

た
り

に
、

人

に
め

し

つ
か
は

る

・

し
も
を

ん

な
と

も
、

一
と

こ
ろ

に

あ

つ
ま

り

、

「ま

こ
と

や
、
う

け
た

ま

(
4

ウ

)

は
れ

は
、

む
か

ひ

の
た

に
の
お
う

ち

の
所

に
こ
そ
、

み

め

い

つ
く

し
き

上
ら
う

の
、

正
月

中
、

御

さ
あ

る

よ
し
を

う
け

た
ま

は
れ

は
、

わ
れ
も

く

と
、

し
う

に

い
と

ま

を

こ
ひ
、

上
ら
う

を

お
か

み

に

ま

い
ら

ん
」
と

い
ふ
。

「
も

つ
と
も

し

か

る

へ
し
」
と

て
、

い

つ
も

の
事

な

れ

は
、

て
か
く

る

こ
お
け

に
ち

よ

く
し

ゆ
を

つ
き
、

お
う

ち

か

て

い

へ
さ

・
と

か

・
る
。

お
う

ち
此

(
5
オ
)

よ

し
見

る
よ
り

も
、

「
あ

ら
や

さ
し

の
わ

こ
せ
た
ち

や
、

上
ら
う

お

か

み

に
き
た

り
た

る
か

、

こ
な
た

へ

き

た
り
候

へ
」

と

て
、
ち

ふ

つ
た

う

へ
し

や
う

す

る
。

五
人

の
女

は
う

と
も

、
さ

け

の
入
た

る
お
け

を

一

所

に
す

へ
な
ら

へ
、
と

き

は

の
御

す

か
た
を
見

た

て
ま

つ
る

は
、
道

理
な

り
。
と

き

は
、
此

よ
し

御
ら

ん

し

て
、
「
あ

ら
お

そ

ろ
し

や
。
あ

の

や
う

に
人

に
め

し

つ
か
は

る

・
し

も

を

ん
な

の
、

こ
と

に
く
ち

の

さ
た
う

な

る
に
、

い

つ
は
り

を
か

た

(
5
ウ
)

つ
て
き

{絵
⑬

か
せ

は

や
」

と

お
ほ

し
め

し
、

「
う

れ
し

や
な
、

わ

こ
せ
た

ち
は

み

つ
か
ら
を

な
く

さ
め

ん
た

め

に
き

た
り
た

る
が
う

れ

し
き

に
、

一36一



み

つ
か
ら

が

こ
き

や
う
を

か

た

つ

　
　

て
き

か
す

へ
し
。

わ
ら

は
か

こ

き

や
う

は
や
ま

と

の
く

に
、

ふ

る
さ

と

は
う
だ

の
こ
ほ

り
、

か
た

山
里

の
も

の
な
り

。
わ

ら
は

か
十

七

八

の
こ

ろ
、
お

や

に
し
か

ら
れ

ま

い

ら

せ

て
、
都

へ
上

り
、

三

て
う

む

お
　

う
ま

ち

に

や
と
を

と
り

て
あ

り

し

に
、

五

て
う

む

う
ま

ち

よ
り

、

(
6
オ
)

は

し
め

て

つ
ま
を

ま
う

く

る
。

京

人

の
や
さ

し

さ
は
ち

や

か

お
　

め　

う

に
す

い
て
れ

ん
か

し

て

ふ

え

お
も

し

ろ
く

ふ

き
な

　　

ら

し
、

し
ち

く

ふ
ん

し

や

の

り
　

御

ら

ん
し
候

へ
は

わ

す
れ

か
た

みを

ま
う

け

てさ

ふ
ら

ふな

り
。

ナ12つ1
シ も と お

2

い

3

り

4

ナ

シ

5

ナ

シ

6

さ

7

ナ

シ

8

わ

9

ナ

シ

ー0

わ

11

わ

13

つ

14

も

15

ら

16

ひ

17

ゑ

18

19

ナ

シ

[絵

11

]

(
6

ウ

)

【第

四
段

】

又

一
条

む

ら
さ

き

の

・
あ
た

り

に
、

(
7
オ
)

は
し

め

て

つ
ま

を

か
た

ら

ひ
、

三

と
せ

か

よ
ふ
と

申

せ
と

も
、

み

つ

か
ら

さ

ら
に
ね

た
ま

す

。

こ
れ

は

ふ
る
き

こ
と

の
は
を

お
も

ひ

い
た

す

。
お

つ
と

は

や
ま
と

の

く

に
、

な
ら

ひ

か
う
ち

の
た
か

や
す

に

、
は

し
め

て

つ
ま
を

か

た

ら

ひ
、

三
と

せ
か

よ

ふ
と
申

せ

と
も

、

あ
と

に

の
こ

れ
る

ふ

る
き

つ
ま
、

ね
た

む
心

は

な
か

り
け

り
。

お

つ
と

、

か

へ
り

て
お
も

ふ

や
う
、

『
我
な

ら
す

、

よ
そ

に
心

か
あ

れ

は

こ
そ
、

わ

れ
を

は
ね

た
ま

さ
り

(
7

ウ
)

け

る
』

と

か

へ
り

て
、

つ
ま
を

そ

ね

た

み
け

る

。
あ

る
時

、
此

お

つ
と

、

た

ち

は
き

、

や
お

ひ

(
て
)
、

ゆ

み

も

つ
て
、

『わ

れ
は

か
う

ち

へ
こ

し
候

そ
。

や
か

て
か

へ
ら
ん

。
さ

ら
は
』

と

て
、
か
う

ち

へ
は

こ
さ
す

し

て
、

み
な

み
お

も

て

の
花

そ

の
に

た
ち

し

の
ひ
、

を

ん
な

の
て

い

を

み
て
あ

れ

は
、

あ
ら

む
さ

ん

や
、

此
を

ん

な
、

ち

ふ

つ
た

う

に

ま

い
り
、

ふ

つ
て
ん

に
む

か
ひ

、

か
う

を
も

り

、
は

な
を

つ
み
、
夜

す

か

ら
、

こ
と

を

ひ
き
そ

は

め
、

(
8
オ
)

　
　

り
　

う

ら

み
な

い
て
そ

ゐ
た
り

け

る
。

や
は

ん
は

か
り

に
、

此
を

ん

な
、

し

ろ
き

ひ
さ
け

に
水

を

入
、

む
ね

の
あ

ひ

た
に
を

き

け
れ

は
、

か

な
ら
す

ゆ

に
そ

な
り

に
け

る

。
入

て
は
水

を

入
、

に　

夜

す

か

ら
、

む
ね
を

そ

ひ

や
しけ

る
。

{絵
⑭

}

1
人

に

2

わ

3

つ

4

ナ

シ

5
わ

6

わ

7

お

8
せ

9

い

10

り

11

お

12

ナ

シ

ー3

り
[絵

12

]

(
8

ウ

)

【
第

五
段
】

こ
れ

は
三
と

せ

か
そ

の
あ

ひ
た

、

(
9
オ

)

ね

た

し
と

お
も

ふ
心

に

や
、
色

に
は

い
た

さ

・
り
け

る

か
、

ほ
む

ら

と

な

り

て
に

ゑ
に
け

り
。

す

て

に
あ

か

つ
き

※
、

さ
よ

ふ
け

か
た

に

な
り

し

か
は
、

く

る
し

け
な

る

い
き

を

つ
き
、

『
こ
れ

へ
か
う

ち

の
た

か

や
す

へ
は

、
た

つ
た

こ

ゑ

と
申

て
あ

く
し

よ

の
あ

る

と
き

く
物

を

、

い

つ
の
日

の

な

ん
時

か
、

此
山

に

て
我

つ
ま

の
し

せ
ん
す

る
事

の
か
な

し

さ
よ
』

と

お
も

ひ

つ
ら
ね

て

此

女

、

一
し

ゆ
の
う

た
を

そ

(
9
ウ
)

ゑ

い
し
け

る
。

風

ふ
け

は
お

き

つ

し

ら
な

み

た

つ
た
山

夜

は
に

や

君

か

ひ
と
り

こ
ゆ
ら

ん

　
　

と

か
や
う

に

ゑ

い
し
た
り

け

れ
は
、

お

つ
と

、
此

よ
し

き
く

よ
り
も

、

『
け

ん
じ

ん
、
じ

く

ん
に

つ
か

へ
す

。

て

い
ち

よ
、

り

や
う

ふ
に
ま

み
え

り
　

す

と
今

こ
そ

思

る
し
ら

れ

た

れ
。

す

か
た

か

・
り

の
ま

さ

る

女

は
あ

り
と

て
も

、
心

の
や
さ
し

き

(
10
オ
)

ね

う

は
う

の
あ
り

つ

へ
し
と

も

お

ほ
え

す
』

と

加
引

ち

か

よ
ひ

を

思

ひ
き

り
、

ふ
る
き

つ
ま

に
そ

ち
き

ら

る

・
。

そ
れ

を

た
そ

と
た

つ
ぬ
る

に
、
さ

い
こ

中
将

也
と

か

や
、
か

・
る
事

を

お
も

ひ
出

し
、

み

つ
か
ら

さ
ら

に

お

ね
た

ま

ぬ
を

、
あ
た

り

の
と
も

た
ち

か
あ

つ
ま

り

て
、

『
お
か

た

は

し

ろ
し
め

さ
ぬ

か
。

一
て
う

の

上

ら
う
を

此

屋

の
う

ち

に
入

、

一37一



御
身

を

は

や
ま
と

の
う

た

へ

る

だ　

を

く

ろ
う
と

申

て
、
御

身

に

そ

(
10

ウ
)

め　

は

ん
も

い
く

ほ
と

に

て
し

る

へ

き

そ
』

と
た

も
と

に
す

か
り

、

な

く

ほ
と

に
、

ね
た

ま

し
物
を

と

思

へ
と

も

、
そ

の
と

き

み

つ
か

ら

は
ら

か
た

つ
て
、
あ

さ
ま

し

の
ち

き
り

や
な
。

天

に
あ
ら

は

ひ

よ
く

の
鳥

、
ち

に
あ

ら

はレ

連
り

の
枝

、

か
み

な
ら

は
む

※

す

ふ

の
か
み

、
ほ

と
け

な
ら

は

　
　
あ

い
せ

ん
わ
う

、

こ
た
う

り

ん

ゑ

の
あ

な

た
な

る
、

し

や
か
大

ひ

け
　

の
ゆ
ん

て
に

さ
ふ

ら

ふ
ね
は

ん

　

ユ

の
き

し

は
か
わ

る

と
も

、
わ

れ
ら

(
1ー
オ
)

か

い
も

せ
は

か
は

ら
し

と
、

ふ

か
く

た

の
み
を
な

し

つ
る

に
、

お

つ
と

の

心
と

川

の
せ

は
、

一
夜

に
か

は

る

と

つ
た

へ
し
を

、
今

こ
そ
お
も

ひ

し
ら

れ
け

り
。

た
と

へ
は
、

み

つ
か
ら

こ
そ

、
え

ん

つ
き

は

て

・
候

と
も

、

三
人

の
わ

か
と

も
を

さ
き

に

た

て

い

つ
る
な
ら

は
、

こ
と

も

に
め

か

く

れ

て
、

よ

ひ
か

へ
さ

ぬ
事

は

よ
も

あ
ら

し
と

さ
き

に
た

て
、

出

て
候

へ
と

※
、
な

さ
け

も

し
ら

ぬ

お

つ
と

に
て
、

二
た

ひ
よ

ひ
も

か

へ
さ
す
。

一
と

い
て
た

る

お

つ

(
1ー
ウ
)

と

の
も

と

へ
か

へ
ら

ん
事

の
は

つ

か

し
さ

に
、

お

や
を

た

の
ふ

て

ふ
　

や

ま
と

の
う

た

へ
か

へ
ら

ふ
す

お
　

る

か
、

め

ん
ほ
く

な

さ
は

か
き

り

な

し
。

わ

こ
せ
た

ち
も

わ

か
け

れ

は

、
せ
う

く

ね

た
き

事
あ

り
と

も

、

お

つ
と

の
か

と
を

そ

こ

つ
に
出

て
こ
う
く

わ

ひ
す

な
」

と

の
た
ま

ひ

て
、
あ

ま

り

の
あ
さ

ま

し
さ

に
、

し

の
ひ

の
な

み
た

せ
き

あ

へ
す
。

お
う

ち

や
う

は
か
う

け

た
ま

は
り

、

め
　

「
た

・
い
ま

こ
そ

、
上

ら
う

さ
ま

の

り　

御

ゆ
く

ゑ
を
く

は

し
く

そ

ん
し

て

(
12
オ
)

候

へ
。
な

に
と

て
、
わ

こ
せ

た
ち

は

　

　

　

ワの　

う

た

を

※

う

た

ひ

、

ま

ひ

を

も

ま

ひ

、

　
　
　

上
ら
う

な

く

さ
め

て
給

は
ら

ぬ
そ

。
」

女

は
う

と

も
、

う
け

た

ま
は

り
、

「
わ

ら
は

と

申

は
、

ね

に
ふ

し
、

と
ら

に
お

き
、

き

り

を

ひ
か
し

に

か

・
や
き

、
ち

や
う

や

の
ね

ふ
り

は
や
さ

ま

し
、

や
も

め
か

ら
す

の
う

か

れ
こ

ゑ
、

か
う
と

い
ひ

て

つ
け
わ

た

る
。
と

り
も

ろ

と

も

に
ね

や
を

い
て
、
あ

さ

ゆ
ふ

の

せ

い
ろ
を

い
と

な

み
、

お
し
う

の

お

ほ

せ

に
も

れ

し
と

、

こ
れ
を

た

し

あ
　

な

み
候

へ
は
、
う

た

を
も

ま

い
を
も

(
12

ウ
)

し

ら

ぬ
な
り

。

さ
り

な

か
ら
、

さ
月

に

お
　

な

れ

は
た

へ
お

り

て
、
た
う

と

お
と

こ
に
は

や

さ
れ

て
、

た
う

た
と

い
ふ

物

を

ひ
と

つ
つ

・
お

ほ
え

て
候

。

そ

れ
な

り
と

も
申

さ
う

か

。
」

お
う

ち
、

め
　

こ
れ
を

き

・
、

「
お
も

し

ろ
し

く

、

こ
し
を

た
う

り

ん

の
や

に
は
な

し

、

お
　
た

か
を
く

わ

さ

ん

の
や
う

に
か

へ
す

、

み
　

か
も

さ

む
う

し

て
水

へ
入
、

に

は
鳥

れ　

さ
む

く

し

て
木

へ
の
ほ
る
。

し

よ

ほ
う

し

つ
さ
う

と
き

く

時
は

、

み
ね

の
あ

ら

し
も

の
り

の
こ
ゑ
。

そ
れ

を
な

り
と

も

ひ
と

つ

つ

・
、

(
13
オ
)

申

せ

く

」
と

は

や
し

け
り

。

五
人

の
ね
う

は

う
と

も
、

ひ
と

つ
く

に

の
も

の
に
て
、

お
な

し

た
う

た
を

一
と

に
う

た

ひ
申

へ
き

か
と

思

へ
は

、
思

ひ

の
ほ

か
に

さ
は

な
く

て
、

五
く

に

の
物

に
て
あ

り

。

一
人
は

れ

た
ん

こ
、

※
、

一
人

は

い
つ
み
、

一
人

は
か

い

れ
　

た
う

の
す

ゑ
と
を

た
う

み

の

國

の
も

の
な
り

。

「わ

こ
せ
、
う

た

へ
」

「
や
、

そ
な

た

か
ら

、
う

た

ひ
は
し

め

て
こ
そ
。

此

は
う

に
も
う

た

ふ

　

ら

　

　
　

る

　　

へ
け

れ
」
と

「う

た

へ
※
」

「
人
う

た

へ
や
」

「
我
う

た

へ
」
と

は

つ
た

ひ
し

と
あ

ら

(
13
ウ
)

そ

ふ
。

そ

の
う

ち

に

て
も

、

い

つ
も

の
く

に

の
女

は
う

、
す

こ
し
年

ゲ　

お

と
な

し
か

り
け

る
、

「
も

ん
た

う

は

む

や
く

な
り

。

い
て
く

、

み

つ
か
ら

が
　

う

た

ひ
は
し

め

て
、
そ

れ
、

つ
き

く

ゆ

を
う

た

は
せ

ん
。
」

※

い
ふ

よ
り

は
や
く

つ
ん
と

た
ち

て
、
時

な

ら
ぬ
た

う
た

を

は

つ
た
と
あ

け

て
う
た

ふ
た

　
　

り

。
「
た
う

へ
よ

や
、
さ
う

と

め
、

さ
月

の
の
ふ
を

は

や
む

る
は
、

か

ん
な
う

の
こ
と
り

ほ
と

・
き

す
、

や
ま

か
ら

、

こ

か
ら
、

四
十

か
ら

、
此
鳥

た

に
も

さ

は
た
れ

は
、

と
き

の
の
ふ
は

さ
か

ん

(
14
オ
)

な
り

。
」

一
せ

い
し
と

ろ
も

と

ろ
に

う

た

ひ
な

し
、

ま

い
を

一
て
ん
ま

い
す

ま
し

、

一
せ

い
を
そ
と

つ
た
り

お　
け
る

。
「
め

て
た

や
、

あ
り

か
た

や
、

て
ん

せ
う

た

い
し

ん
、

く
ま

の

・
こ

ん
け

ん
、

か
し
ま

、
か

ん
と

り
、

す
は

、
あ

つ
た

、
す

み

ロ

よ
し
、

か
も

の
け

し

や
う

、

き
お

ん

し
や
う

し

や
に
む

め

の
み

や
、
八
ま

ん

大

ほ
さ

つ
、

{絵
⑮

た

か
ま

か
は

ら

に
神

そ

ま
し

ま
す

、
神

の
ち

・
か

み

の

は

・
、

い
さ

な
き

い
さ
な

み

の
み

お

こ
と
、

わ
ら

は
か

こ
き

や
う

は

い

つ

も

の
国

の
も

の
な
り

、
さ

れ

は

(
14
ウ
)

神

の
御
た

め

そ
ふ
ま

ん
所

も

ち
給

ふ
、

此
た

ひ
あ

ゆ

み
を

は

こ
ふ
と

も

か
ら
、

た
れ

か
は
り
め　

し

や
う
を

う
け

さ
ら

ん
、

こ

の
り

し

や
う

を
う

け
と

つ
て
、
た

れ

に

か
な

ま

い
ら
せ

ん
、
あ

ら

ま

こ
と

・



れ　

わ
す

れ

た
り

、
ま

こ
と

に

わ
す

れ
た

り

、
た

・
い
ま

の
み

(御
)

さ

し
き

の
上

ら
う

さ

ま

に
ま

い
ら

せ
ん
。

あ
ら

め

て
た

や
」

と
う

た

ふ
た

り
。

そ

の

つ
き

に
う

た

ふ

た
は
、

は

お
　

り
ま

の
く

に

の
も

の
也

。

つ
つ
と

い
て

・
う

た

ふ
た

り
。

「
は
り

ま

(
15
オ
)

な

る
た

か
さ

ご

や
く

、

お

の

へ

の
ま

つ
は
た

か

・
ら

て
、

し
た

に
お
　

す

む

は
何

や

ら
ん

、
と

ひ
と

い
は

ゐ
と

さ

つ
と
う

け
と

つ
て
、

た

れ
に

か
な

ま

い
ら

せ

ん
、
あ

ら

ま

こ
と
わ

す

れ
た
り

、

た

・
い

ま

の
み
さ

し
き

の
お
さ

あ

ひ
さ

ま

に
ま

い
ら

せ
ん

あ

らめ

て

た

や
」

とう

た

ふ
た

り

。

人

は
は

り

ま
、

ひ

と

り
は
い
つ

も

37ふ24

つ つ

31

38ゆ25

る き

32

39へ26

わ ふ

40

才
ン

41
43く

33

ひ27

わ

18126

ひ わ ナ

シ

1913

つ ナ7

シ ひ

1
へ

か
へ

る

202
は148の

お ひ

34

ひ28

も2216

35ゑ あ

x..

444236

は 一・ く

21

ナ159

シ ら へ

29

い2317

も む

30

3

よ

り

104

ひ わ

115

け へ

り

45
候

へ

46

ナ

シ

47

り

48

の

49

と

50

ゑ

51
わ

52

ひ

53

り

54

ナ

シ

55

は

ら

わ

56

ナ

シ

57

ナ

シ

58

さ

59

わ

ひ

[絵

13
]

(
15

ウ

)

【第

六
段

】

そ

の

つ
き

に
う

た

ふ
た

は
、

た

ん

(
16
オ
)

こ

の
く

に

の
も

の
也

。

か
う

こ
そ

は
う

た

ふ
た
り

。

「
た

ん
こ

の
く

に

・

久

し

き
人

を

た

つ
ぬ
る

に
、

う

ら

し
ま

の
み
や
う

し

ん
、

七
百

さ

い
を
た

も
ち

給

ふ
。
あ

ま

の

は
し

た

て
、
く

せ

の
と

の
も

ん

し

ゆ
、
ち

ゑ
と

さ

い
か
く

を

さ

つ

と
う

け
と

つ
て
、

た
れ

に
か

な

ま

い
ら
せ

ん
、

あ

ら
ま

こ
と

わ

す

れ

た
り

、

た

・
い
ま

の
み

さ

し
き

の
、

い
く

は

る
く

の
わ

か

き

み

へ
さ

つ
と

ゆ

つ
り
申

さ

ん
。

あ
ら

め

て
た

や
」
と

う

た

ふ
た
り

。

(
16

ウ
)

そ

の

つ
き

に
う

た

ふ
た

は
、

い

つ
み

の
く

に

の
女

は
う
、

と

し
を
申

せ

は
十

八
さ

い
に
ま

か
り

な
る

か
、

か
ほ

※

に
も

み
ち
を

ち

ら
し

、
う

た

ひ
か

ね

つ

・
、

う
ち

う

つ
む

い

て

ゐ
た
り

け
り

。
う

た

ふ
た

る

を

ん
な
と

も
、

「
や
あ
、

わ
ら

は

と
も

に

う

た

は

せ

て

、

う

ち

う

つ
む

い

　
　

む

て

ゐ
た

る
そ

や
、
う

た

へ
や
く

」

と

い
ふ
ま

・
に
、

た
も

と
を

と

つ

て

ひ

つ
た

つ
る
。

「
そ

れ
ま

て
も

さ

ふ
ら
は

す
。

う

た
は

ん
」

と

い
ふ

ま

・
に
、

ゐ
た

る

さ
し

き
を

、

つ
ん
と

(
17
オ
)

お　
た
ち

て
、

ひ
し

や
く

と

つ
て
、

う

ち

か
た

け
、

さ

し
き

を

二
三

と
ま

は
り

さ

ふ
ら

ひ
、

は

つ
た

と
あ

け

て
う

た

ふ

た
。

「
め

て
た

や
な

。
わ

ら

は
か

こ
き

や
う

、

い
つ
み

の
く

に

の
も

の
也

。
そ

の
な

を

よ

そ

へ
て
、

い

つ
み

か
わ

ひ

て
さ

ふ
ら

め　ふ
」

の
こ
り

の
女

と
も

、

ひ

や
う

し
を

う

ち

そ

ろ

へ
、

「
や
あ
、

わ

こ
せ

は

そ

こ

つ
な

る
事

な
申

そ

。

い
つ

め

く

の
ほ
と

に
わ

ひ

た

る
そ
。
」

「袋

※

レ
　

ほ
と

に
わ

ひ

て
さ
う

。

上
ら

う

さ
ま

も
我

も
な

か

へ
の
ひ

し
や

(
17
ウ
)

く
、

か
ね

の
て
う

し

に

て
く

む

と
も

と

る
と
も

よ

も

つ
き

し
。

か

・
る

め

て
た
き

い

つ
み

を

は
、

た
れ

に

か
な

、
ま

い
ら
せ

ん
。

あ

ら
ま

こ
と

わ
す

れ

た
り

。
た

・
い
ま

の
み

さ

し
き

へ
さ

つ
と

ゆ

つ
り
申

さ

ん
。

あ
ら

め

て
た

や
」

と
う

た

ふ
た

り
。

ほ　

そ

の

つ
き

に
う

た

ふ

た
は

、
と

を

た
う

み

の
く

に

の
、

は
ま

な

の

は
し

の

つ
め
な

と

こ
ろ

の
も

の

な
れ

は
、

い
か

に
も

お
も

し
ろ
く

う

た

は

ん
す
ら

ん
と
心

を
す

ま

す

所

に
、

さ

は
ま
た

な
く

て
此

(
18
オ
)

を

ん
な
、

し
も

お
ち

さ
し

て

は
し

り

い
る
。

{絵
⑯

う

た

ふ
た

る
を

ん

む　

な
と

も
、

ひ

や
う

し

を
そ

ろ

へ

「
や

、
は

こ
せ

く

、
わ

ら
は

に
う

た
を
う

た
は

せ

て
、

い
つ
く

を
さ

し

て

に
く

る
そ

や
。

い
て
よ
く

」
と

ね
　

せ
め

け

れ
は

、
さ
は

ま
た

な
く

て

此
女

た
も

と

よ
り
た

す
き

と
り

て
、

さ

つ
と

か
け
、

ふ

る
び
た

る

か
さ
の
と
こ
ろ
く

や
ふ
れ

た

る
を
き

つ
と
ひ
き

そ
は

め
、

は

つ
た

と
あ
け

て
う

た

ふ
た
、

お　

「と

を

た
う

み
な

る
く

は
ま

な

(
18
ウ
)

の
は
し

の
し

た

に
す

む

は
、
何

お
　

や
ら

ん

、

こ

い
か

ふ
な

か
、

は

へ
の

　

　
リ

ワの　

ワの　

こ

か

、

い
か

に

を

の

れ

か

り

・
う

め
　

め

く

と

も

、

し

や
す

く

い
う

ち

あ

け

て

、

た

・

い
ま

の　　
み

さ

し

き

の

、

1
え

2

な

3

ふ

7

い

8

わ

9

い

13

つ

14

に

15
う

16104

の ナ も

シ

175

は11ナ

き シ

18

う126
い と

19
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22
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[絵

14

]

(
19

オ

)

【第

七
段

】

お
さ

か
な

に
ま

い
ら
せ

ん
。

あ
ら

め

て
た

や
」
と

申

て
、

き
よ

く

に

か

・
つ
て
く

る
ひ

け
り

。

さ

し
き

う

ち

の

人

々

一
と

に

と

つ
と

こ

ゑ
を
あ

け
、

お
と

る
は

か
り

に

ま

ひ
お

さ

め

さ
し

き

に

き

つ
とな

を
り

け
り

。

(
19

ウ

)

1,

 

1

り

2

い
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